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岡田新一設計事務所「図書館」を中心とする公共建築 設計監理実績リスト
竣工年 名称 所在地 階数 面積㎡ 蔵書収容力       備考(併設施設など/受賞歴 /掲載雑誌など）

国立 1974 最高裁判所図書館
東京都
千代田区

（2F） 2775※ 開架  4万冊，閉架 28万冊，合計 32万冊 日本建築学会賞, 建築業協会賞（BCS）/ 新建築7508, SD7508, 建築雑誌7509

県立 1978 群馬県立図書館
群馬県
前橋市

4F/B1 6,681 開架 10万冊，閉架 60万冊，合計 70万冊 建築業協会賞（BCS）/ 新建築7812, 建築文化7812, 日経アーキテクチュア781127

1989 徳島県立図書館
徳島県
徳島市

3F 9,000 開架 25万冊，閉架100万冊，合計125万冊 新建築9102, 日経アーキテクチュア910121

1995 岐阜県図書館
岐阜県
岐阜市

4F/B1 25,704 開架 20万冊，閉架 90万冊，合計110万冊 第15回岐阜市都市美創出賞/ 新建築9604, 公共建築9510

市区立 1973 倉敷市立児島図書館
岡山県
倉敷市

2F 2,860 開架 18万冊，閉架3.5万冊，合計21.5万冊

1980 所沢市立図書館
埼玉県
所沢市

3F/B1 3,481 開架  5万冊，閉架 17万冊，合計 22万冊 建築文化8009

1981 郡山市立図書館
福島県
郡山市

3F/B1 5,924 開架 10万冊，閉架 15万冊，合計 25万冊 SD8109, 建築画報8002, 建築画報8010

1981 和歌山市民図書館
和歌山県
和歌山市

4F/B1 7,290 開架 12万冊，閉架 30万冊，合計 42万冊 第16回ＳＤＡ賞/ 新建築8204, 建築画報8002, 建築画報8010

1983 岡山市立浦安図書館
岡山県
岡山市

(1F) 870※ 開架 6.5万冊   合計6.5万冊 文化体育館併設　/ 建築文化8304, 日経アーキテクチュア830131

1984 八戸市立図書館
青森県
八戸市

3F 3,633 開架 15万冊，閉架 20万冊，合計 35万冊 新建築8703

1986 藤沢市総合市民図書館
神奈川県
藤沢市

2F/B1 4,698 開架 20万冊，閉架 15万冊，合計 35万冊 第４回日本図書館協会賞/ 新建築8703, 日経アーキテクチュア870209

1986 秩父市立図書館
埼玉県
秩父市

3F 3,823 開架  9万冊，閉架 15万冊，合計 24万冊 新建築8703

1988 苫小牧市立中央図書館
北海道
苫小牧市

2F/B1 4,419 開架 17万冊，閉架 25万冊，合計 42万冊 サンガーデン併設　/ 新建築8904

1993 中野区立中央図書館
東京都
中野区

（B2） 4470※ 開架 20万冊，閉架 30万冊，合計 50万冊 1200席コンサートホール併設　/ 近代建築9312, ＳＤ別冊31号

1994 金沢市立泉野図書館
石川県
金沢市

3F/B2 9,410 開架 19万冊，閉架  6万冊，合計 25万冊 平成７年石川県建築賞, 第8回金沢都市美文化賞, 平成7年中部建築賞/ 新建築9610, 生涯学習空間9605, 建築画報9804, 学遊圏NO.2

1994 小田原市立かもめ図書館
神奈川県
小田原市

3F 5,657 開架 10万冊，閉架  7万冊，合計 17万冊 第14回日本図書館協会建築賞/ 新建築9410, 図書館雑誌9602, 建築画報9804, 学遊圏NO.2

1995 横浜市都筑図書館
神奈川県
横浜市

(1F) 2000※ 開架  6万冊，閉架  4万冊，合計 10万冊 都筑区総合庁舎内　/ 建築ジャーナル9509

2002 我孫子市生涯学習センター
千葉県
我孫子市

2F 4,365 開架 10万冊，閉架 16万冊，合計26万冊 中央公民館・交流機能との複合　/ 新建築0208, 生涯学習空間0209, 季刊 文教施設03初春号, /明治大学図書館司書課程メディア授業収録図書館

2005 あきる野市東部図書館エル
東京都
あきる野市

2F 1,375 開架7.5万冊，閉架1.5万冊，合計9万冊
集会施設との複合　/ 第25回日本図書館協会建築賞, JIA優秀建築選2006/ 明治大学図書館司書課程メディア授業収録図書館, JLA図書館実践シ
リーズ『よい図書館施設をつくる』, 近代建築0804

2007 あきる野市中央図書館
東京都
あきる野市

3F 3,478 開架14万冊，閉架24万冊，合計38万冊 駅前地区の活性化施設 /明治大学図書館司書課程メディア授業収録図書館, 近代建築0804

2007 新潟市立中央図書館
新潟県
新潟市

3F 9,132 開架 35万冊，閉架45万冊，合計80万冊
第13回公共建築賞優秀賞,第26回日本図書館協会建築賞, JIA優秀建築選2008　/ 年報こども図書館2011, JLA図書館実践シリーズ『よい図書館施設
をつくる』, 近代建築0804, 明治大学図書館司書課程メディア授業収録図書館

2008 日進市立図書館
愛知県
日進市

2F 6,102 開架18万冊，閉架30万冊，合計48万冊
H24年度バリアフリー・ユニバーサルデザイン内閣府特命担当大臣表彰優良賞（図書館では全国初）/ 第17回愛知県人にやさしい街づくり賞特別賞, 日
本建築学会作品選集2011, JIA優秀建築選2009, JLA図書館実践ｼﾘｰｽﾞ『よい図書館施設をつくる』, 近代建築0904, 『市民とつくる図書館』2021

2015 八千代市立中央図書館･市民ギャラリー
千葉県
八千代市

2F 6,269 開架17万冊，閉架29万冊，合計46万冊
第10回キッズデザイン賞（図書館として全国初）, 第33回日本図書館協会建築賞, 第22回千葉県建築文化賞入賞 / JLA図書館情報学ﾃｷｽﾄｼﾘｰｽﾞⅢ
『図書館施設論』  , 近代建築1512

2016 北茨城市立図書館
茨城県
北茨城市

2F 2,500 開架11万冊，閉架10万冊，合計21万冊
地元・柴建築設計事務所を構成員とする設計企業体にて設計監理　／第104回全国図書館大会シンポジウム「市民とともに成長する図書館」にて紹介
／建築士1707, 図書館雑誌1708

2018
気仙沼市図書館・児童センター

宮城県
気仙沼市

2F 3,221 開架12.1万冊，閉架23.9万冊，合計36万冊
震災復興事業 / 第13回キッズデザイン賞, 第39回東北建築賞, 第53回SDA賞 / 国立国会図書館調査研究「地域の拠点形成を意図した図書館の施設
と機能」全国5例の1館として紹介,  JLA図書館情報学ﾃｷｽﾄｼﾘｰｽﾞⅢ『図書館施設論』,  LRG NO.23猪谷千香著「図書館エスノグラフィーVOL.9」

2023
開館予定

佐倉図書館等新町活性化複合施設
千葉県
佐倉市

3F 3,700 開架9万冊，閉架18万冊，合計27万冊 図書館を核に子育て支援機能, 市史保存機能, 展示機能, カフェその他の複合施設, 佐倉の秋祭り会場 /

(基本計画)
2017

板橋区立中央図書館
東京都
板橋区

4F/B1 5,280 開架22万冊，閉架28万冊，合計50万冊 平和公園に立地。「いたばしボローニャ子ども絵本館」を統合

(基本設計)
1998

会津若松市中央図書館
福島県
会津若松市

2F 3,400 開架 13万冊，閉架 27万冊，合計 40万冊 中央公民館・科学体験機能・斎藤清記念館併設

町立 1990 幕別町立図書館
北海道
幕別町

1F 1,365 開架  8.7万冊，閉架1.2万冊，合計9.9万冊 (北海道岡田新一設計事務所　設計監理）

1995 榛名町立図書館（現高崎市）
群馬県
高崎市

(1F) 1000※ 開架  4万冊，閉架  3万冊，合計  7万冊 530席コンサートホール併設/ JA970

1990 幕別町図書館札内分館
北海道
幕別町

1F 4,510 開架  5.1万冊，閉架0.3万冊，合計5.4万冊 (北海道岡田新一設計事務所　設計監理）800席コンサートホール併設/ 照明普及賞, 第13回北海道赤レンガ建築賞

1999 吉田町立図書館
静岡県
吉田町

2F 2,955 開架  7万冊，閉架  6万冊，合計 13万冊
第17回日本図書館協会建築賞/ 学遊圏NO.12, 図書館の学校0004, Texture and Matiere, Tile & Architecture NO.21　/国立教育政策研究所　平成
21年度社会教育情報番組「社研の窓」第5回事例＝参考にすべき新しい図書館として紹介されている

1999 八雲町立図書館
北海道
八雲町

2F 1,726 開架  6.5万冊，閉架1万冊，合計7.5万冊 (北海道岡田新一設計事務所　設計監理）　　博物館との合築計画（将来）

2002 ふじしろ中央図書館（現取手市）
茨城県
取手市

2F 2,260 開架 10万冊，閉架 10万冊，合計 20万冊 季刊 文教施設03初春号

大学図書館 1979
2011改修

筑波大学中央図書館
茨城県
つくば市

5F 14,960 開架110万冊　 合計110万冊
第１回日本図書館協会建築賞，建築業協会賞（BCS)/ 新建築8003，建築文化8003　(基本計画・監修：筑波大学中央図書館設計小委員会＋筑波大学
施設部)／3期に分けて（2009～11）耐震補強+内装改修

1986 拓殖大学中央図書館
東京都
八王子市

4F 5,885 開架  6万冊，閉架 94万冊，合計100万冊 大学キャンパスの中心施設としての象徴性、利便性に配慮

面積欄：※のついた複合の場合は，図書館部分の面積を記載 ／階数：（　）は，図書館部分のみのフロア数を表す



 「図書館」を中心とする公共建築 設計監理実績リスト (最近 10 例)                          

 
１ 気仙沼図書館・気仙沼児童センター（宮城県） 

・ 2018 年 3 月開館。東日本大震災で被災した旧図書館の復興に、老朽化した児童センター建て替

えを組み込んだ計画。2011 年を境に様変わりさせないように配慮しつつ、未来志向の先進性を

盛り込んだ設計です。 

・ 設計・工事期間中から、完成後の活動を試行するワークショップを多数開催するなど、開館直

後のスタートダッシュをスムーズにさせる協力を行なっています。                          

 

２ 北茨城市図書館（茨城県） 
・ 2017 年 6 月開館。太平洋河口に近い大北川のカーブに呼応した緩やかに曲線を描く図書館で

す。ふるさとの童謡詩人野口雨情の記念館で飛ばされた“シャボン玉”が、舞い降りたような

球形のお話し室などを散りばめた 1 階は児童図書エリアを中心に、カフェ、雑誌コーナーもあ

ります。2 階一般開架エリアへ子どもたちが上がりやすい階段をデザインしています。 

 

３ 八千代市立中央図書館・市民ギャラリー（千葉県） 
・ 2015 年 7 月開館。新川沿いの県立公園の中に立地。平屋の特性を活かし、上部から壁伝いに自

然光を採り入れ、快適な空間の豊かさと省エネを実現しています。図書館へのみちゆきに市民

ギャラリーやフリースペースを配し、多用途に使えるエントランスホールとともに、市民が刺

激しあえる、新たな学習の場として多くの市民を集めています。 

 

４ 日進市立図書館（愛知県） 
・ 2009 年 10 月開館。＜図書館ゾーン＞と＜ワークショップゾーン＞を明快に分けつつ扉の開閉

で境界を可変にし、相互のスペースの有効活用を図る融合型構成を提案しています。市民参加

型ワークショップで設計を進めました。年間貸出の極めて多い図書館です。 

・ 資料 

① コンセプト、機能構成ダイアグラム、連続ワークショップ記録 

② H24 年度バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者内閣府特命担当大臣表彰優良賞 

＋第 17 回愛知県人にやさしい街づくり特別賞 説明シート 

 

５ 新潟市立中央図書館（新潟県） 
・ 2007 年 10 月開館。新「政令指定都市」新潟市における図書館サービス網（18 図書館＋4 図書

室）の核となる中央図書館です。旧小学校や古信濃川の記憶を継承する建築環境や、住宅地に

おけるなじみやすさに配慮しました。直接利用者サービスとともに、ネットワークの物流機能、

既存図書館群の活性化も主要な機能と捉えて設計しました。 

・ 資料 

①2009 年 12 月「第 31 回図書館建築研修会  来館を促す建築的魅力」施主共同レジュメ  

②勾玉型レファレンスデスクの開発記録  

③子どもたちを対象としたワークショップ記録  

④展示･掲示板のシステム化と運用事例 

⑤4 年に一度出版される『年報子ども図書館･2011』より抜粋。 

児童サービスを建築･施設面から検証するための事例として紹介されました。 

 

 

 

６ 我孫子市生涯学習センター「アビスタ」 （千葉県） 
・ 「図書館」と「公民館」の複合施設です。2002 年 4 月開館。 

・ 資料 

①設計説明書より。写真にあるように、小さい子を連れた母親たちがふれあいの輪を広げ、リタ

イヤした高齢者が生きがいを見出し、家族の交流の場となる、など幅広い市民ニーズを受けと

める施設として定着しています。我孫子紹介展示パネルの制作も設計の一環として担当。 

 

７ 吉田町立図書館（静岡県） 
・ 国立教育政策研究所 社会教育情報番組「社研の窓」第 5 回事例＝参考にすべき「新しい」図

書館として紹介されています。開館 10 年を経た段階で、学校との連携など積極的な図書館の

取り組み姿勢に対し「新しい」と評価されました。 

・ 開館 10 年を機に、理科実験･工作など手を動かして学ぶ「ちいさな理科館」を増築。 

・ 資料 

①生涯学習誌『学遊圏』NO.12 紹介記事 

②交流ストリート活動記録：ワークショップ「色と遊ぼう！」は、開館 1 週間目に設計事務所

が主催した時の記録。住民の皆さんが自発的な使い方を工夫していけるように、きっかけづ

くりを実施。展示壁は 2 週間サイクルで活発に利用されています。日頃の学習成果を発表し

たい潜在的ニーズをうまく引き出したとの評価をいただいています。 

 

８ 取手市ふじしろ図書館（茨城県） 
・ 2003 年 4 月開館（当時藤代町立中央図書館）。 

・ 資料 

①子ども現場見学会を開催した時の記録写真とおはなし原稿を添付。工事中から、ちびっこ図

書館ファンを増やす試みとして企画。その後も、同様のワークショップを「日進市立図書館」

「吉田町ちいさな理科館」「八千代市立中央図書館・市民ギャラリー」でも行い、マスコミに

も取り上げられました。 

 

９ あきる野市東部図書館エル 
10  〃   中央図書館  （東京都） 
・ 2005 年 7 月「東部図書館エル」が開館。公園の緑を、借景として、南の直射光を遮るスクリー

ンとして活用。ゆったりと落ち着けて時間を過ごせる地区館。 

・ 好評につき、ひきつづき秋川駅近くに「中央図書館」の設計を受託、2007 年開館。 

・ 資料 

① 設計説明書より。ともに、明治大学メディア授業にて、現地取材による映像紹介事例（1 コ

マ＝1.5 時間丸ごと対象は唯一）に取り上げられています。 

 

 

 

※「佐倉図書館等新町活性化複合施設（子育て支援機能、市史保存機能、展示機能その他）」

2020 年 3 月実施設計が完了。2023 年 3 月開館予定 

（株）岡田新一設計事務所 



気仙沼図書館・気仙沼児童センター
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3階平面図　　S=1：800
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東正面外観。午後になっても光が回り込み、明るく市民を迎え入れる

小学校校庭からみた北側外観。スズカケノキに配慮して建つウィングが広場をつくる

１階　図書館・児童図書エリア・絵本スペース

300M N

安波山

市役所
気仙沼駅

中学校

小学校

配置図 　S=1：1500
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建物概要
［建築名称］気仙沼図書館・気仙沼児童センター
［発 注 者］気仙沼市長　菅原 茂
［用　　途］図書館・児童センター
［住　　所］宮城県気仙沼市笹が陣 3 番 30 号
［設計監理］( 株 ) 岡田新一設計事務所 ／ 構造：( 株 ) 織本構造
　　　　　　設計 ／ 設備：( 株 ) 環境エンジニアリング
 　  ／ ランドスケープデザイン：( 株 ) 背景計画研究所

［施　　工］建築：( 株 ) クマケー建設／ 電気設備：白石電
      気工事 ( 株 ) ／ 機械設備：( 株 ) 米倉設備工業 
      ／外構：( 株 ) アスリード

［規　　模］構造：ＲＣ造　一部Ｓ造／階数：地上３階
 　敷地面積：7,664.57 ㎡／建築面積：1,874.95 ㎡
 　延べ面積 3,301.02 ㎡（図書館 2,757.52 ㎡ 児童センター 463.88 ㎡）

［総事業費］約 2,000,000,000 円
［設計期間］2014 年 12 月～ 2016 年 3 月 
［工事期間］  2016 年   9 月～ 2018 年 3 月 
［主な外部仕上］屋根：アスファルト防水押えコンクリート
 　　　フッ素樹脂塗装ガルバリウム鋼板葺
 　　　外壁：せっ器質タイル張 (2 階 75 角、3 階 50 角） 
 　　　ＲＣ打放フッ素樹脂塗装、アルミスパンドレル

［主な内部仕上］床：ナイロン電着カーペット、リノリウム床シート等
 　　　壁：ＥＰ-Ｇ、一部掲示板仕様クリア塗装　
 　　　天井：岩綿吸音板、トップライト周囲へら絞り金物
 　　　図書館書架：児童＝木製書架、一般＝スチール本体
 　　　棚板 木製・側板 気仙沼産杉縦格子＋色フィルム張
 　　　アクリル棒挟み込み

設計主旨
2011年を境に、場の記憶を様変わりさせない
敷地は高台にあり、大震災で損傷を受けた旧図書館は、港から
桜の樹林越しに遠望できた。新館はそのシルエットをほぼ再現
している。エントランスの向きも同じ。入ってすぐ2階へ上が
る階段が眼に入るのも、書架の間から桜が見える景色も継承し
ている。地続きの小学校からみると、新館がこの地の守り神の
ような４本のスズカケノキに寄り添う形をしているのも良くわ
かる。
祖父母に手を引かれて来る子どもたちは、いずれ自分の子ども
を連れてくるだろう。そして孫に囲まれ訪れるようになる…。
その子にとって、5代にも渡る家族の思い出、あるいは関わり
のあった人々との記憶を辿れる場所、気仙沼に住み続ける愛着
を感じとれる場所…。そうなることが、この建築の使命である。

歴史を尊重すると同時に、未来も志向する
気仙沼の将来を託す子どもたちの領域は1階を中心に展開して
いる。「図書館」と「児童センター」の境はあいまいに、回遊
性を持たせている。スズカケノキと共存するように張り出た2
つのウィングが「森のひろば」をつくっている。事務室も一体
化しているので協働が日々深化している。
２階は「図書館」の一般図書エリアを中心とし、中央階段を上
がったところにティーンズコーナーがある。海事水産や郷土資
料など、気仙沼を再確認し、創生していくためのエリアもまと
まっている。
工夫を重ねて使いこなせる書架やサインの可変・更新性や、家
具のアクリルのエッジが向きにより優しい光を帯びて見えるな
ど「気持ちを明るくする光の心理的効果」にもこだわっている。

石碑に刻まれた永井叔の詩 (1961) に呼応する、糸井重里の
言葉 (2018) を、入口前のアルミ館銘パネルと、エントラン
スホールの壁に、切り抜き文字で表出させた。
エントランスまでのアプローチは、半世紀以上の時空を越
えた「道」となり、気仙沼の歴史ある文化を語りつづける。

旧館：サクラの間のサワラも大き
く、街への視野は限定されていた

新館：シルエットを復元しつつ、
街への遠望も改善

旧館：東向きの玄関。午後は陰に
沈んで見えるのが難点であった

新館：陰を強調しない平滑な壁面
＋光の回り込むアプローチの造形

旧館：玄関に入ると、2階へ上る
階段がみえた

新館：2階へのらせん階段。スズ
カケノキの葉を模した手摺パネル    １階　児童センター・おやこのへや

1961　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2018

気仙沼港

気仙沼図書館
気仙沼児童センター

N

２階　図書館・一般図書エリア

5.4M

8.
1M

キュービクル置場

一般図書エリア

対面朗読

バックスペース

学習室1

会議室
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建設用地に咲いていた

水仙 (３月）

小学校側からみた図書館(完成予想模型）

２時間目（9：35～10：20）

①「水仙の球根」掘り

②「土に棲む虫」を採集

最初のあいさつ

「虫採集」に移る前に班ごとに集合

「虫採集」を行なう場所に移動して説明

集めた「水仙」を移植場所に運ぶ

　　　　　　　(植え付けは後日）

多種の「虫」に歓喜の声

「水仙の球根」掘りの様子。土が予想以上に
固く最初は戸惑いが見られたものの多くを採
集。土中で膨らみつつある球根の大きさにバ
ラつきがあるなど、新鮮な「発見」があった

「土」を粗めのふるいに掛けると多種の虫が
パレットに落ちる。「落ち葉」の裏にも多く
付いている。あまりの数、種類の多さに驚く

３時間目（10：40～11：25）

①「虫」を顕微鏡で観察

②「生態学」の話

③「ランドスケープデザイン」

の話

④「建築・インテリア」の話

休み時間中、着

替えも忘れて、

質問にきたり、

自分たちで顕微

鏡を操作し熱中

する子どもたち

「生態学」の話

サメ、ワニ、クマ、ゴリラ

などの頭部・歯の標本をみ

ると、哺乳類は肉や魚に比

べ消化しづらい野菜(植物)

をよく噛めるように奥歯が

発達しています。

そんな哺乳類でも消化でき

ない落ち葉を、土の中の虫

たちは食べることができ、

土の養分も増やしていきま

す。樹はそれを吸収し大き

く育つことができます。

このように、樹にとって自

分の周りの土は大切なもの。

だから、工事で傷まないよ

うに、あの土を残しておい

て、移植後に根元に戻すの

は意味のあることなのです。

「ランドスケープデザイン」の話

水仙の球根は、２年後に皆さんの手で、

森のひろばに戻しましょう。この模型

は学校の前の図書館に飾ってあるので、

どこに植えればいいか、考えてみてね。

「建築・インテリア」の話

児童書のある書架の形や並べ方は、た

くさんの案を検討しています。どれが

いいと思う？－－－「迷路みたいのが

いい！」「でも危ないんじゃない？」

など、活発な意見が飛び交った。

 

名　　称：気仙沼図書館・児童センター設計にかかる

　　　 　「表土保全のワークショップ」

開催日時：平成２８年５月２５日（水) ９：３５～１１：２５（２～３時間目）

開催場所：気仙沼図書館・児童センター建設地＋気仙沼小学校理科教室

企画進行：気仙沼市教育委員会／気仙沼図書館／気仙沼小学校

    岡田新一設計事務所（建築）／背景計画研究所(ランドスケープ）

　　　　　　／地域自然財産研究所(生態学）

出　　席：気仙沼小学校３年生３２名

目　　的：「気仙沼図書館・児童センター」は、移植できない大樹（スズカ

ケノキ、サクラ等）を避けて設計されている。移植可能な樹は、

新館建設後に「森のひろば」に帰れるまで、校庭隅に仮稙する。

　　　　　土にはその場所ならではの個性がある。かけがえのない宝物（栄

養の宝庫）として表土を保存しておき、移植後に樹元に戻す。

　　　　　落ち葉が土を肥やし、土が樹を太らせ、また落ち葉が土に還る。

そこには多様な生物同士の共生がある。何げない自然を見つめる

体験を通して、何かに気づくきっかけを期待するワークショップ。

ーーー 図書館・児童センターは、そうした学びの芽生えを､より確

かなものにしていく拠点となる。
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貼り絵（コラージュ）をしてみませんか。

「気仙沼の＜色＞って、どんないろ？」

開催日時：平成２９年３月１８日（土) １４：００～１６：３０

開催場所：気仙沼中央公民館、会議室2・3

主　　催：気仙沼市教育委員会／気仙沼図書館／保健福祉部子ども家庭課／

    岡田新一設計事務所

協　　力：Ristex委託研究 立教大学河野哲也研究室

目的：１）市民がなじみに感じている「色」の傾向を知り、建設中の図　　

書館・児童センターの内外装「色彩計画」の参考とする。

２）「色」への関心を高めるきっかけを提供する。「色」の美しさ、

不思議さをより深く感じとることができれば、日々の暮らしは、

さらに楽しくなるはず。

３）立教大学河野哲也教授主催「てつがく探検隊」と歩調をあわせ

「地域創生」を視野に置く。“気仙沼の良さ・らしさ”を考え、

発信力を高めるうえでブランディング・デザインは重要。身の回

りの「色」に敏感であることは、そのための「感性」を磨く。

４）既に「色」に着目した“気仙沼ブランド”もある。気仙沼の良さ

を発信するうえで「色」は使える。その活用法を市民同士で極め

ていくために、図書館は、豊富な資料と調べる環境、活動できる

場もあり、学びあう発信拠点になりうる。

＜切抜用雑誌＞
①『トランヴェール』全員同じ号
②『翼の王国』　　違う号を配布

＜張付用紙＞
NTラシャ紙（グレー地）A５判＋葉書判

＜切取方法＞
①定規をあてカッターで切る
②ハサミで自由に裁断　③手で破る …

※参考資料とともに、カッターマット、
定規、スティックのり、残った雑誌は、
家で継続できるように、お持ち帰り

サンプルを示して、切り方や貼り方説明、
および参考資料を配布して、色を学べる
本を紹介（ナビゲーターは、岡田新一設
計事務所の柳瀬＋進藤）

河野哲也先生指導による鑑賞・講評会。
３グループに分けた作品群から良いと感
じる作品を選ぶこと、他の人の評価を聴
くことにより、年齢を越えて、お互いに
学びあえる機会となった（改めて、子ど
ものセンスに感じ入る大人が多かった）図書館から推薦、色を学べる蔵書展示

＜参加人数＞　　

・小学生以下：１名（男１）
・小学生：　１５名（男２　女１３）
・中学生：　　２名（男２）
・高校生：　　２名（女２）
・大　人：　１３名（男３　女１１）

合計人数：　３４名（男８　女２６）

 

＜作品数＞　　
　　　　　４３作品

＜共通するイメージ＞

　海　：　２８作品
　山　：　１８作品
　空　：　１０作品
　花　：　　７作品
　夕日：　　７作品
　

１２作品で採用

波の「きらめき」が
鮮やかに見える濃い青色
キラキラ感

＜今回のワークショップを通して、推測できること＞

・気仙沼の色を、海や山など自然の情景からイメージして
いる作品が多い。

・雑誌『翼の王国』にはイラストや色ベタ印刷が多いにも
係らず、ほとんどの人が写真から切り出していることか
らも、均一に塗った人工物ではなく、自然のなかから探
そうとした意識がうかがえる。

・同じ自然の情景でも「光」の絡む色が多く選ばれている。
海のさざなみ、朝夕の天海のきらめき、カツオやサンマ
の活きのよい照り…

　気仙沼の「色」は、「光」と密接に絡んでいる。

　“明るい”“きらきら”“透明感”…

・青色：基調色に選んだ作品が過半数。緑との組み合わせ
に加え、青そのものに緑みを含む色が多いのは、海の色
のイメージに基づくと思われる。

・緑色：デリケートな感覚で緑の配色を楽しんでいる。
　海の緑みは、対岸の森、プランクトン、海藻などが組み
合わさって醸し出す色か。山の緑は立体的で眼に入りや
すい。樹の緑は光を受けてみずみずしい…。

　気仙沼の「緑」は多様。それが、各作品に投影されてい
るように思われる。

・暖色系（赤、オレンジ、ピンク、黄色）：花、ホヤ・マ
グロ等海産物、夕日など朝夕の情景。

　背景（地）ではなく、ポイント(図）が多い。　

・無彩色系（黒､白､灰色）：ほとんど見受けられない。

＜作品に貼り込まれている言葉から＞

　楽園　春　夢　山　水　風　美しさ　絶景　…

＜裏書コメントやアンケートに登場する言葉から＞

　海　山　青　緑　自然　光　空　夕日　花　希望　…

※各作品のコメント、アンケートは別紙参照　

＜共通誌『トランヴェール』で採用の多かった写真＞

多くの人が選んだ写真（色）からうかがえること

７作品

実り
山の豊かさ
みずみずしさ

１０作品

透明感
緑みのある明るい青色

５作品

夕日、きらめく海
空の色の変化

＜全４３作品＞　　
以下７名が
２枚以上作成

No.１､24　　　　　
No.５､42
No.６､43
No.10､14､16､41
No.15､40
No.21､28
No.25､3939 40 41 42 43

25

30

35

26

31

36

27

32

37

28

33

38

29

34

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24

コラージュ風景（正味７５分程度）





 気仙沼図書館で地域価値発見学習：フィールドワークと哲学カフェ　　　「気仙沼てつがく探検隊」　第１回  記録：岡田新一設計事務所

 

ト

マップ作成：奇二正彦
ルートは、第１回事前調査（8/2.3 河野
＋福井＋柳瀬）および、第２回事前調査
（9/13 奇二＋柳瀬）を経て決定

1.フィールドワーク：ファシリテーター奇二正彦（9：30～12：30）

①中央公民館に集合、オリエンテーションの後、車にて仮設図書館へ。

そこからスタート。双眼鏡、ルーペ、プラスチックカップ、ジップロックを各自に

配付。２班に分かれ１名が筆記係としてクリップボードのマップに気づいたことを

記録。生態学の専門家であるファシリテーターが歩きながら、解説＋問いかける。

子どもたちは自分たちの眼と感覚でさまざまな発見を繰り返した。

用具類の使い方説明

植物、昆虫、鳥、天候…そして墓地を
抜けると「海」が開けて見えた。その
手前、カトリック幼稚園では家族参加
の園祭（作品展）でにぎわっていた

④戻ってから､採集成果をみんなで再確認

キツツキが
木の実をつ
ついている
珍しい光景
発見
↓
双眼鏡で詳
細に観察
↓
図書館長撮
影「気仙沼
の鳥写真フ
ァイル」を
活用しファ
シリテータ
ーが解説
↓
子どもたち
はグループ
ごとに、用
具を試しな
がら様々な
発見を楽し
んでいた

②カトリック
幼稚園にて、
作品展を見学。
そのクォリテ
ィの高さにみ
な感嘆

③面工房にて、昔の家
において一家の象徴だ
った釜を守る釜神様の
由来、その制作工程を
齊藤典夫氏より伺った

２.哲学カフェ：ファシリテーター 河野哲也、書記 渡邉文（13:30～15：00）

①立教大学ビデオ教材をもとに趣旨・進め方を説明　②椅子取りゲームにて座る席を決定　③毛糸

を巻きながら自己紹介　④ファシリテーターが毛糸の芯を抜き束ねてコミュニケーションボールを

完成　⑤そのボールを持った人が喋る手順でスタート。　子ども７名に、ファシリテーターを含め

大人８名を加え議論しあう。まず、本日のフィールドワークを通して気づいたことの発表。

次に、議論したいテーマをみんなで決定した。→「どうしたら身近なものに気づくようになる？」

議論したいテーマを目を伏せて多数決 コミュニケーションボールを持った人が発言

３.図書館にて本をさがす：（15：15～16：00過ぎ）

関心を深めた対象や課題を学べる本を探す。図書館の活用の仕方を改めて体験。

すべて終了後アンケート用紙に感想を書いてもらい解散。全員、次回も参加したいとの回答だった。

図書館長・司書から図書の案内をしていただいた

テーマに沿って議論を進めて

いるうちに、「身近にある」

と「身近に感じる」とは違う

ことに、みな気づかされた。

例えば、家族や友達、電車は

「身近に感じる」が、「海」

や「船」は身近にあっても

「身近に感じない」子どもた

ちが多かった。

「どうしたら身近なものに気

づくようになる？」というテ

ーマそのものが正確でなかっ

たことも指摘され、それぞれ

に問題意識を高めて終了した。

ホワイトボード表面：それぞれ気付いたことを列記、グルーピング

ホワイトボード裏面：テーマに沿って議論された内容を記録

名　　称：気仙沼図書館で地域価値発見：フィールドワークと哲学カフェ

　　　 　「気仙沼てつがく探検隊」

開催日時：平成２８年１０月３０日（日) ９：３０～１６：００

開催場所：気仙沼図書館および周辺地域、気仙沼中央公民館

主　　催：立教大学ＳＦＲ共同研究プロジェクト

　　　　　「立教大学文学部河野哲也研究室」

共　　催：気仙沼市教育委員会、気仙沼図書館、岡田新一設計事務所

協　　力：面工房主宰齊藤典夫氏、気仙沼カトリック幼稚園

参　　加：ジュニア・リーダー（小・中学生７名）

立教大学ファシリテーター・スタッフ： 河野哲也（文学部教育学科教授）

中村百合子（文学部学校・社会教育講座准教授）、奇二正彦（生態計画

研究所主任研究員）、福井夏海（異文化コミュニケーション研究科博士課

程前期課程修了生）、渡邉文（文学研究科博士課程前期課程）

気仙沼市担当：熊谷英樹（気仙沼図書館長）、千田基嗣（本吉図書館長）

千葉正幸（生涯学習課長補佐）、神谷卓也（同 生涯学習係主幹）

記　　録：柳瀬寛夫(岡田新一設計事務所 取締役社長)､進藤麻理（同 図書館設計担当） 

特別参加：Joan Portell Rifà夫妻（ジョアン・ポルテル・リフ：スペイン・カタ

ロニア州バルセロナ在住 児童文学者／絵本作家）、Ｇareth Jones（ギャ

レス・ジョーンズ：香港聖公会神学院院長）、高橋一也（陸前高田市役所）

目　　的：学年を越えて子どもたちが集まり、地域の自然と文化､歴史、

産業を「フィールドワーク」で体験し、自分たちの住んでい

る場所の価値と問題を見つめ直し、これからどのような地域

社会をどのようにつくっていけばよいかを「哲学カフェ」で

話し合う。対話を通し、見出した自らの関心・探究課題につ

いて、「図書館」で個々人が資料の探索を行う。

　　　　　（なお、図書館は新館の完成まで仮設利用のため、「哲学カフェ」は

中央公民館に会場を借りた。）



 気仙沼図書館で地域価値発見学習：フィールドワークと哲学カフェ　　　「気仙沼てつがく探検隊」　第２回  記録：岡田新一設計事務所



ルートは、2/25事前調査にて決定

            ⑤九九鳴き浜
（国指定天然記念物）
            ⑤九九鳴き浜
（国指定天然記念物）

舞根森里海研究所
（NPO拠点施設）
舞根森里海研究所
（NPO拠点施設）

気仙沼駅気仙沼駅

①オリエンテーション
⑥まとめ・昼食
①オリエンテーション
⑥まとめ・昼食

③対岸③対岸

④山越え④山越え

②牡蠣養殖筏②牡蠣養殖筏

 

１.フィールドワーク：ファシリテーター畠山信 副理事長（NPO法人 森は海の恋人）＋ サポート奇二正彦（9：45～12：45）

①中央公民館に集合しバスで舞根へ。「NPO法人 森は海の恋人」の活動拠点「舞根森里海研究所」の多目的室にてオリエンテーション。

　畠山先生のわかりやすく楽しい話が始まる。風があるので櫓漕ぎ船でなく、動力船２艘で出発。

２.哲学カフェ：ファシリテーター 

＜テーマ設定まで及び全体指導＞河野哲也、

＜テーマ対話＞小学生グループ 花井彩也子 

＋ 中高生グループ 廣畑光希（13：30～15：30）

・立教大学ビデオ教材をもとに、趣旨・進

め方説明

・呼び名を書いた紙を前に全員でスタート。

前回作成したコミュニケーションボール

を持つ人が喋るルールで、一人ずつ

フィールドワークの感想を述べ合う。次

にキーワードを拾い出す。そして、キー

ワードから問いかけ（テーマ）を出し合い、

多数決により１つに絞り込む。

　選ばれたテーマは、

　「自然を感じるって、どういうことか？」

・小学生５名、中高生４名のグループに分

かれ、大人たちも混じって、そのテーマ

について話し合う。ファシリテーターが

進行し、書記がホワイトボードに発言内

容を書き込んでいく。

・最後に、全員集まり、それぞれ気づいた

ことを発表しあった。

②牡蠣養殖筏に到着

筏から吊られたロープには牡蠣以外に、
海藻やホヤなど多様な生き物が共生し
ていることを観察

３.図書館にて本をさがす：
   （15：30～ 16：00過ぎ）

関心を深めた対象や課題を学べる本を探す。

図書館長から本の分野ごとの並びや探し方

の説明を受ける。図書館の活用の仕方を改

めて体験。

すべて終了後、ふりかえり（アンケート）

用紙に感想を書いてもらった。

初参加の５名は、哲学カフェの時間を、「ふ

しぎ」「貴重」「勉強」「交流できた」など

新鮮に受け止めていた。

２回目参加４名の言葉には「楽しい」がめ

だち、次回へのアイデアも具体的だった。

哲学カフェで「船」を話題にしていた
小学生は、船を図解した本に飛びつき、
床に座って読んでいた

「自然を感じるって、どういうことか？」＜中高生グループ＞　

具体的に感じるのは、空気がおいしい時、いつもと違う虫など見た時、

普段みられない美しさ、自然災害にあった時、などが挙げられた。

周りに山や木があふれている人は自然を感じないか？　室内にいると

感じない？　窓の外の景色に感じる、光が室内に反射する様にも自然

を感じる、でも外よりは感じない。…

人工物との違いは何か？　人が手を加えた植林は自然か？　成長は自

然のなか、では自然を感じる境目は？　同じ人でもその時の状態によ

って感じ方は変わるのでは…などが話し合われた。最後に、自分では

気づかない意見もあり楽しかった、などの感想が印象的だった。　

ホワイトボード記録：＜感想＞　　　＜キーワード＞　　　　＜問い＞　　　　　　 ＜自然を感じるって、どういうことか？＞中高生の意見

高校生が小・中学生に解説しながら「海事・水産」
の棚から本を手に取っていた。一日を共にした後の
自然な光景に、ほほえましさを感じた 小学５年生から高校１年生まで、解散前に記念撮影

全員で対話する様子。
各自呼んでほしい名前を紙に書いて、
前に置いている

海藻のミル。海松色（みるいろ）の
語源との説明。平安朝からの伝統
色の名が海藻から採用されている
ことに改めて海の国日本を実感

海に落ちそ

うになりな

がら、筏に

乗ってみる。

15ｍ海底ま

で見通せる

市キャラクター「ほやぼ
ーや」のモデル、ホヤ。
植物プランクトンを餌と
する動物。生きたホヤに
初めて触る子がほとんど

牡蠣は、１個あたり200 L/日の海水を濾し、
植物プランクトンを栄養源とする。ロープ１
本に50個、筏１台100本とすると、この筏だけ
でどれだけの海水を濾す働きをしているか？
など、次々に面白い話題が飛び出してくる

③対岸の浜にも蟹や貝など生き物が多い ⑤国の天然記念物「九九鳴き浜」
砂は細かく,歩くとクックッと鳴く

動物の足跡。爪から
イヌ科タヌキとわかる

波打ち際のワカメ。根元のメ
カブに触って食べてみる

⑥多目的室にてまとめの学習。
食物連鎖、生物濃縮の事例など
から、自然を守る大切さを聴く

研究所前の船着場から養殖筏に向かう

④山を越えるとま
た海がみえてくる

名　　称：気仙沼図書館で地域価値発見：フィールドワークと哲学カフェ

　　　 　「気仙沼てつがく探検隊」第２回

開催日時：平成２９年３月１９日（日)  ９：００～１６：００

開催場所：気仙沼中央公民館、気仙沼図書館、舞根湾・九九鳴き浜

主　　催：Ristex委託研究「多世代哲学対話とプロジェクト学習による

地方創生教育」・立教大学河野哲也研究室

共　　催：気仙沼市教育委員会、気仙沼図書館、岡田新一設計事務所

協　　力：「NPO法人 森は海の恋人」畠山信 副理事長

参　　加：ジュニア・リーダー（小・中・高校生９名）

立教大学ファシリテーター・スタッフ： 

 　河野哲也（文学部教育学科教授）、奇二正彦（生態計画研究所主任研

究員、立教大学元兼任講師、帝京科学大学兼任講師）、柳瀬寛夫（岡田

新一設計事務所 取締役社長、立教大学兼任講師）、 福井夏海（異文化コ

ミュニケーション研究科博士課程前期課程修了生）、　院生学生：

花井彩也子（文学研究科博士課程前期課程）、小出晋之将（比較文明

学研究科博士課程）、廣畑光希（社会学部4年）、進藤初音（教育学

科3年生）、盛岡千帆（武蔵野大学教育学部3年生）

気仙沼市担当：熊谷英樹（気仙沼図書館長）、千田基嗣（本吉図書館長）

千葉正幸（生涯学習課長補佐）、神谷卓也（同 生涯学習係主幹）

本紙記録：柳瀬寛夫､進藤麻理（岡田新一設計事務所  図書館・児童センター設計担当） 

目　　的：学年を越えて子どもたちが集まり、地域の自然と文化 ､ 歴史、

産業を「フィールドワーク」で体験し、自分たちの住んで

いる場所の価値と問題を見つめ直し、これからどのような

地域社会をどのようにつくっていけばよいかを「哲学カフ

ェ」で話し合う。対話を通し、見出した自らの関心・探究

課題について、「図書館」で個々人が資料の探索を行う。

　　　　　（なお、図書館は

新館の完成まで

仮設利用のため、

「哲学カフェ」

は中央公民館に

会場を借り

た。）
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 八千代市立中央図書館・市民ギャラリー　(建築概要／外観／内観・エントランス、市民ギャラリー周辺）  設計監理　　岡田新一設計事務所

 

 

市民ギャラリー企画展示室

常設展示室

図書館

フリースペース

一般開架エリア

児童開架エリア

事務室
（隣接）

エントランス
　　ホール

 

外壁：コンクリート特殊型

枠打ち放し、 超汚染型弾性

フッ素樹脂エナメル塗装。

それ以外では、妻壁：アル

ミスパンドレル　アルマイ

ト仕上、腰壁：せっき質タ

イル張（ランダム張）

南：駐車場からみるエントランス周辺
西：新川対岸からみる

新川沿いの県整備公園内、運動公
園の南に位置する

フリースペース脇のエントランスキャノピー

北：グラウンド側からみる

エントランスホール／上：図書館へのみちゆきの左にフリースペース、右にギャラリ

ー、大勢の図書館利用者の行き帰りの利用を促す　／下：ギャラリー常設展示室入口。

壁面イメージサインは、星襄一版画収蔵品から代表作「陽（林）」を複写、サイン基

調色ブルーに変換＋拡大したもの　／左：さまざまなワークショップは、展示室内外

どこでも開催できる。エントランスホールにその作品は展示され、市民活動を誘発

フリースペース：軽食販売しているが、持ち込み

のお弁当でも自由に飲食可能なスペース

市民ギャラリー・常設展示室入口：星襄一版画収蔵品から代表作「陽（林）」

を複写、サイン基調色ブルーに変換＋拡大し、サインベースに引用している

ギャラリー・企画展示室

企画展示室（展示室ホール、第１～４展示室・計466㎡）

フリースペーストイレ入口 　              図書館女子トイレ入口

 

［建築概要］

住　　所 千葉県八千代市村上2510番地

地域地区 市街化調整区域

主要用途 図書館・市民ギャラリー

敷地面積 10,500㎡

建築面積 5,580.27㎡

延べ面積 6,268.77㎡

１階   5,269.06㎡

２階　     841.66㎡

塔屋　    　24.64㎡

駐輪場   1 33.41㎡

階　　数　 地上２階／塔屋１階

最高高さ 14.108ｍ

主なスパン　 7.2ｍ×16.7ｍ（開架エリア）

  7.7（8.0）ｍ×10.8ｍ（展示室）

工事種別 新築

構　　造 鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造、

  免震構造・耐震壁付ラーメン構造

基　　礎 既製コンクリート杭基礎

静かな川面に、ときおり風がさざ波を立てていく――。

新川のほとりに、川や風の流れのような幾筋もの壁を建て、そ

のあいだに空間をつくる。中心となる壁は正確に南北軸に沿っ

ている。広々とした空から入る自然光は、壁に柔らかく拡散さ

れ、午前と午後とで表情を変えていく。

そうした光にやさしく包まれ、明るく豊かな気持ちになれる、

市民のための空間づくり――。市民の生涯学習の幅を広げてい

くうえで、より高い相乗効果をめざして、①エントランスを挟

んで左右に分ける合理的すぎる配置ではなく、大勢の図書館利

用者が自然とギャラリーにも立ち寄りたくなる位置関係に、②

両方の事務室を一体的に整備し、運営側も連携しやすくなるよ

うに、幾筋もの壁の置き方で刺激しあえる関係性を構築した。

 



 八千代市立中央図書館・市民ギャラリー　(内観・図書館 一般開架エリア）  設計監理　　岡田新一設計事務所

 

 

雑誌架：本屋と違い、利用頻度が

高くなるほど背板がさみしく見え

てしまうのが図書館雑誌架の宿命。

そこで特別に染色された布が透け

て見えるようにして、雑誌が減っ

ても華やかさを保つように配慮。

24連を「二十四節気」に見立てた

色のデザイン。「春分」以降昼の

長い12連と「秋分」以降夜の長

い12連が相向かう配置。

薄布は、生絹(すずし）で、京都

「染司よしおか」五代目当主であ

る吉岡幸雄氏に染めていただいた

図書館空間の中心軸となる総合サービスエリア：楕円のトップライト

と、ブルーの柱案内サインが、利用者と図書館員との接点を象徴する

一般開架エリア：

トップライトは、奥が南北軸に伸びる壁

を一様に洗うのに対し、手前側は１スパ

ンごとに斜め天井に光を走らせて、場の

違いをわかりやすくさせている

一般書架：スチール本体、棚板は木製。

サインは室内の光にデリケートに反応、

きらめく素材として、ブルー系半透明の

アクリル板を使用している

 



 八千代市立中央図書館・市民ギャラリー　(内観・図書館 児童開架エリアの利用風景）  設計監理　　岡田新一設計事務所

 

市民ギャラリー企画展示室

常設展示室

図書館

フリースペース

一般開架エリア

児童開架エリア

事務室
（隣接）

エントランス
　　ホール

上：おはなし室沓脱サイン(人

と動物の足跡）／中2点：児

童トイレ内／下：女子トイレ

内男児用小便器サインの一つ

エントランスホールから、児童開架がショーウィンドウのようにみえる

児童開架サービスデスク周辺 右側「ちしき」架は一般書架に準じた姿とし、一般への移行を促す

奥深い児童開架エリアへの自然光の採り入れ方

①トップライト：正確に南北軸に沿っているため、午前と午後では光の入り方の違いが分か

る／②３つの光庭：「留まることなく成長する姿」をテーマにしたタペストリー加工ガラス

で光の存在感を浮き立たせる／③丸窓：小部屋の採光。おはなし室は円盤が転がり暗転可能

「えほん」「ものがたり」架は、迷路のような小空間の連続を書架でつくり込んでいる。遊び感覚で繰り返しの来館を促し、本との出会い、家族とのふれあいの場となるように

小学生を対象としたグループ学習室、「ちしき」架に隣接

「えほん」に隣接した「ほっとコーナー」は親同士の交流の場

［建築概要］

住　　所 千葉県八千代市村上2510番地

地域地区 市街化調整区域

主要用途 図書館・市民ギャラリー

敷地面積 10,500㎡

建築面積 5,580.27㎡

延べ面積 6,268.77㎡

１階   5,269.06㎡

２階　     841.66㎡

塔屋　    　24.64㎡

駐輪場   1 33.41㎡

階　　数　 地上２階／塔屋１階

最高高さ 14.108ｍ

主なスパン　 7.2ｍ×16.7ｍ（開架エリア）

  7.7（8.0）ｍ×10.8ｍ（展示室）

工事種別 新築

構　　造 鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造、

  免震構造・耐震壁付ラーメン構造

基　　礎 既製コンクリート杭基礎

静かな川面に、ときおり風がさざ波を立てていく――。

新川のほとりに、川や風の流れのような幾筋もの壁を建

て、そのあいだに空間をつくる。中心となる壁は正確に南

北軸に沿っている。広々とした空から入る自然光は、壁に

柔らかく拡散され、午前と午後とで表情を変えていく。

そうした光にやさしく包まれ、明るく豊かな気持ちになれ

る、市民のための空間づくり――。

市民の生涯学習の幅を広げていくうえで、より高い相乗効

果をめざして、①エントランスを挟んで左右に分ける合理

的すぎる配置ではなく、大勢の図書館利用者が自然とギャ

ラリーにも立ち寄りたくなる位置関係に、②両方の事務室

を一体的に整備し、運営側も連携しやすくなるように、幾

筋もの壁の置き方で刺激しあえる関係性を構築した。



 八千代市立中央図書館・市民ギャラリー　(子どもが児童開架から出て、おとなに混じって利用している風景）  設計監理　　岡田新一設計事務所

 

いずれも、一般開架エリア内にて

空間のゆとり、点在する座席、パソコンの数とそ

のバリエーションの多さが、子どもたちに居場所

と認識させるきっかけをつくっている。ほとんど

の子は、ソファでなくデスク付を選択している。

多世代が混在利用する姿が、自然な形で発生する

ことをワンフロア構成が促しており、「程よいざ

わめき」を許容する学びの空間が実現しつつある





＜図　機能構成ダイアグラム＞
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ホールワークショップ

スペース

事務・管理

閉架書庫

一般開架

閉架書庫

事務・管理
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ワークショップ
スペース

ふれあい
の庭

ふれあい
の庭

視聴覚ホール

学習室
テラス

テラス

テラス

フリー
スペース

テラス
テラス

学習室

外部避難階段

相互拡張範囲 扉

シンプル（基本的な外形）

シンボル

<図書館ゾーン>
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トップライト

学習室 一般開架

児童開架 一般開架

研修室 フリースペース

一般開架

一般開架

エントランス

採光

採光 開架ゾーン

集会機能

フリースペース

事務・作業
閉架書庫

トイレ
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連続ワークショップ（設計検討会）の記録から‥‥実施設計中盤

 

 
２階

１階

建築をつくるコンセプト

①ゾーニングの融合
＜図書館ゾーン＞と＜ワークショ

ップゾーン＞の関係性の追及。

２つのゾーンをＢＤＳ管理区域の

内外で明確に分けつつ、扉の開閉

によって境界を可変にし、相互の

スペースの有効活用を図る。

単一機能に満足せず、より多用途

に使いこなせるように、融合型構

成とする。

②「シンプル」＆「シンボル」
骨格は「シンプル」な外形（一部

に快適空間の融合を図る凹凸はあ

る）を基本として、四隅に「シン

ボル」をつける。

市内の四方から訪れる人々を迎え

る構えとして、４つそれぞれ表情

の違うシンボルとしたい。

（太陽、月、明けの星、宵の星）

－断面(東西)－
平面的に広がりがあるため、中庭、吹抜け、
トップライト、ガラス壁により採光、通風、
視覚的連続性、案内性を高めている。

－断面(南北)－

 

中庭

 

 

 

日進市立図書館

愛知県日進市蟹甲町中島地内中島3番外9筆

延床面積  ：6,102㎡

階 数     ：地上2階

蔵書収容力：開架180,000冊

            閉架300,000冊

開 館     ：2008年10月1日

＜図＞シンプルな「外形」とシンボリックな「四隅」

＜図＞融合型ゾーニング

＜図＞断面ダイヤグラム

2006/10/01　①図書館との関わり方「お隣りインタビュー」　②大きな図面の
なかに、人形のように訪れてみる「実体験イメージ・シミュレーション」　空
間を読み取りやすいように模型も用意。

2006/10/08　①「ＮＤＣを知ろう」　②「ワークショップゾーンでのイベント
を企画しよう」　完成後の具体的な使い方のアイデアが次々にほとばしる。

2006/10/15　①「レファレンスとは」　②「ヤングアダルトについて考えよう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回最も熱かったテーマ。議論白熱。

2006/10/22　「設計確認カルテを作成しよう」　市民要望や意見の内容確認、
設計に盛り込まれているか、盛り込むべきかの検証と議論

2006/10/30　ワークショップに参加していない市民への報告会。ワークショップ
に参加した市民による司会進行。

 



 図書館建築・計画資料 ＜すべての市民にとっての使いやすさをめざして＞
◎平成24年度バリアフリー･ユニバーサルデザイン推進功労者　内閣府特命担当大臣表彰優良賞
◎第17回愛知県人にやさしい街づくり特別賞   岡田新一設計事務所

１階平面図

回遊性＝死角をつくらず、
見通しを良くする：
（図書館管理区域内・開架スペース）

図書館管理区域を越えた
一体運用が可能

ふれあい
　の庭　

ふれあい
　の庭

　書架群
（印刷媒体）

　パソコン席など

雑誌

青少年
図書

くらし

盲導犬
トイレ

授乳室

幼児用
トイレ

親子室

トイレ

トイレ 多目的トイレ

Ｉ Ｃ
ゲート

喫 茶

フリー
スペース

児童
書庫

■「建築構成」に関する配慮：

　わかりやすさを出発点に。

　館内のしくみ、本の所在、

　館内での自分の居場所など‥‥

(例)１階の一般開架室では、書架群を大

まかに、３グループに分けている。

　その配置に関して配慮したこと

①「中置書架」を中心に構成、一筆書き

のような分類の流れをわかりやすくす

る。「壁面書架」は、つながりがわか

りにくいので、少なくする

②ＯＰＡＣ(蔵書検索）やパソコン席を中

置書架群に並列させ、どの分野からも

本（印刷媒体)とデジタル情報の、ハイ

ブリッド利用をしやすく

③全体に回遊性を持たせ、全体を把握し

やすくさせるとともに、「人の気配を

感じさせる」＝死角をなくし、防犯効

果を高める　など

一般開架-1：　見通しの良い書架・デスク等のレイアウト

■日進市立図書館
　所在地：愛知県日進市蟹甲町中島３

　開　館：2008年10月

　規　模：延6,101.83㎡／ＲＣ,地上2階

　蔵　書：開架18万冊、閉架30万冊

　設　計：岡田新一設計事務所

一般開架-３：　印刷媒体とデジタル情報のハイブリッド利用のしやすさ一般開架-２：　死角を最小限に抑え、安心感をかもし出す

■高齢者・障がい者の
　使いやすい施設として：
基本設計から竣工まで、市民の

方々とも数多くのワークショッ

プを行い、成果を随所に反映

内外空間のつながり：館内のわかりやすさ､使い方の可能性を広げる

上：ふれあいの庭は、
「図書館ゾーン」と
「ワークショップゾー
ン」を視覚的につなぐ

下：「じどう開架」と
「ふれあいの庭」を一
体利用できる

■ティーンズの居場所として：
ティーンズ(青少年)が学び、集える

場所としてのあり方も、市民ワーク

ショップの大きなテーマの一つだった

結果として、青少年向図書のコーナー

やグループ学習室に限定せず、全館を

使いこなしている。他の世代とも、う

まくスペースを共有しあっている

■じどう開架スペースの配慮：
子どもだけでなく、保護者やボ

ランティアなど大人たちも利用

する空間として

床材はアトピー性皮膚炎などの子

どもたちのため清潔を保ちやすく、

衝撃吸収力、低発音性にも優れる

シート張(アンダーレイシート下張)

じどう開架：椅子の高さは低くとも、座面を大き
くしてあるので、親子が横並びできる。
大人用の椅子も用意してあり、高齢者にも優しい休日の閉館後、友人と、しばし語らう青少年たち

フリースペースを、多世代が共有しあう。多少の会
話を許容しあえる、図書館にあって貴重な場所

おはなしのへや：　窓際ベンチは床に座るより
も楽。妊娠中の女性や高齢者などへの配慮

プレイルーム：子ども用の他に保
護者用ブースもあるトイレと、授
乳室が隣接する

親子室（視聴覚ホール）：

２家族が利用できる広さを持つ

一般書架：手に触れる棚を木製にしたスチール
混合書架。足元を特に補強。サイン、展示台、
ブックエンド、棚の可変性など、機能性をシス
テムデザイン

書架の「連」の間を開
けた方が本の並びがわ
かりやすい

「連」のすき間を活用し、
本を探す時に杖を立て掛
ける金具(着脱式）を取付

さまざまな障害を持つ市民とのワークシ
ョップから生れた２例：
①本を探す時に杖を立て掛けられる金具、
②盲導犬リード掛けフック　を紹介

多目的トイレ：１階と２階、同じ位置に１ヶ所ずつ設
置。ただし器具レイアウトは左右反転させ、片麻痺の
方の使いやすいタイプがどちらかにあるように配慮

男女各３ヵ所ある一般トイレ：すべてに車椅子利用者
も使える大型ブースを設置。しかも器具レイアウトを
左右反転、一般トイレにおいても逆勝手を選択できる

盲導犬リード掛けフック：一般トイレ、
グループ学習室に設置。突起しないよう
におわん状の凹みの中にフック（特注）







＜各階平面図＞
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ビーンズ３
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Ａ.敷地に残る「記憶」の尊重 Ｂ.住宅地にあって

スパイン

１.既存樹木の保存を前提にした配置計画

２.かつて古信濃川で遊んだ小学生たちの記憶

　→ふれあいを促す機能を３つの「ビーンズ」に

まとめ、水のイメージで表現

１.緑の雰囲気が続くように、

   スパイン(背骨空間)を中心軸に

２.巨大に見せない①～③の工夫で、

ブレークダウンする

ビーンズ２
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＜建築構成コンセプト＞
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    縮尺 1：800
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２．建築コンセプト、各階平面図

 



正面外観：中央にみえるエントランスの奥に，この建築の中心軸「スパイン」が続く

「スパイン（背骨空間）」を横からみる。

手前の新聞コーナーから、スパインの向こう

に開架部門、雑誌コーナー、さらに南の窓辺

の閲覧スペース「緑の渚」をみる。

後述のように、「スパイン（背骨空間）」に

は手がかり空間としての視認性を持たせ、さ

まざまな分野の書架群を歩き回るうちに自分

の居場所がわからなくなる現象を抑える。

35万点の開架部門は広い。

利用者が迷わず、求める資

料や情報を得るためには、

まずは館内構成の把握しや

すさが求められる

上：そこで、建築を貫く中

心軸「スパイン」を、エン

トランスホールから突当り

のガーデンまで通し、他の

スペースと天井のデザイン

を変えている。開架部門の

かなりの部分から、この空

間が認識できるので、自分

の居場所がわかりやすい。

また、この「スパイン」に

利用者と図書館員との接点

となる総合サービスエリア

をまとめ、空間と機能の中

心性を整合させている。大

規模図書館だからこその建

築手法である

中：書架群は中央部に中置

きとし、単純に同じ向きに

並べて排架に柔軟性を与え

つつ、探しやすくさせてい

る。「スパイン」を背骨に

例えると、書架群はあばら

骨のように、直交して列を

成す。その書架群の間に

「スパイン」と平行して検

索デスクを置いている。

つまりどの書架の間からも

「スパイン」や検索デスク

の存在がわかるということ

下：書架群を中央部におく

のは、窓側は褪色が激しい

からでもある。逆に、人に

とっては快適な空間なので

「緑の渚」と名付け、さま

ざまなタイプのデスクと椅

子を多く配している。外の

緑はかつての小学校の記憶

を継承するヒマラヤスギ。

南面であるが庇とあいまっ

て、ブラインドを降ろす必

要はなく、明るさと景観を

享受できる

３．外観および内観写真

エントランスホールから開架部門へと誘導する空間「スパイン」　　　「スパイン」突当りのガーデンより振り返る



６．ほんぽーと 新潟市立中央図書館　人気スポットの検証－１
子どものためのスペース

■基本計画

１）新潟市全域の児童サービスの拠点として

「子どもの生きる力を育む“こどもとしょかん”」

子どもたちが本の楽しさに出会い、自ら考え、学ぶ力を育むことができるよう児童図書の充実

を図る。また、学校や保育園等と連携することにより子どもたちの読書環境の整備を推進する。

　（児童図書32,000点／児童図書研究書8,000点／児童図書閉架（団体複本等）5,000点　計45,000点）

２）あわせて、ティーンズへのサービスも重視

「青少年にとって魅力のある図書館」

中学生から高校生という多感な世代に、本や音楽、映像などの資料を提供するとともに、学

習や出会いの場を整備する。（ティーンズ5,000点）

■設計提案→議論→結論

１）「グループ学習室」（小学生対象）を離れ屋として提案

　→死角にならないように　→ガラススクリーンにして見通せる（手摺ガード付）

２）「おはなしのへや」「子どもトイレ・授乳室」を北側に「グループ学習室」を南側に。

　　本の流れは、北から「絵本・ものがたり・ちしき」として、年齢層に応じたゾーニング

　→低年齢児のゾーンが暗くならないように　→「なかにわ」を設置

３）「ティーンズ」は「こどもとしょかん」と「一般書や学習室など」どちらに近接させるか

　→一般書・視聴覚へ近づきやすさ、学習室利用のしやすさを重視　→２階に設置

４）「こどもとしょかん」と「大人利用エリア」との関係性・配置の難しさ

＝「相互利用のしやすさ」と「騒音クレームを避ける」ことの矛盾

　→付かず離れずの関係とする　

　→①貸出確認ゲートを入ってすぐに動線分岐　②中間に展示コーナー（大人も子どもも

楽しめるテーマ設定）　③新聞コーナーを子どもの動線上から外す　など

 

■開館２年を経て（Ｍ＝山下、Ｎ＝柳瀬）

１）「おはなしのへや」は職員やボランティアに

よる絵本の読み聞かせやわらべうた等の定例

会のほか、保育園・幼稚園のクラス利用や乳

幼児連れの親子など、利用頻度が高い（Ｍ）

２）「グループ学習室」は机の配置を変えること

で，学校の施設見学や調べ学習、図書館の事

業等に対応できて便利（Ｍ）

３）表紙見せ展示ができる書架や展示棚の利用で、

利用者に手渡したい本の紹介ができる（Ｍ）

４）今年度「(仮称)新潟市子ども読書活動推進計

画」を策定予定。来年度からの実施に当たり、

全市立図書館と学校図書館の児童サービスの

拠点として，児童図書研究室の活用が図れる

ように整備を行う（Ｍ）

５）年齢と用途に応じたゾーニングを上手に活用

した運用で、市民の評価を勝ち得ているよう

に見受けられる（Ｎ）

「こどもとしょかん」入り口から奥をみる

サービスデスクに隣接した検索デスク、OPAC２台･インターネット用２台。
他にもOPAC２台･インターネット用１台

おはなしのへや
扉を閉めずに運営することもある

グループ学習室から見た開架スペース

渡り廊下からみたグループ学習室

２階ティーンズ。学習室、視聴覚、インターネット検索コーナーに隣接している

グループ学習室にてワークショップ『さがしてみよう　としょかんのほん』
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６．ほんぽーと 新潟市立中央図書館　人気スポットの検証－２
窓辺を中心とした開架部門の座席群

■基本計画

１）だれもが気軽に使える利用しやすい図書館

「立ち寄り型」から「滞在型」へ

　市民の多様な利用目的に対応した閲覧スペース

■設計提案→議論→結論

１）35万点開架「書架群」は排架のフレキシビリティを高めるた

め、また退色の激しい窓際を避けるため、中央部にまとめる。

逆に「人」にとって窓辺は快適なので、読書・閲覧スペース

とする。

　（※設計時点では「緑の渚」と名付けていた。それは往々にしてブライン

ドを降ろしたままになりがちな窓廻りに、直射光を避ける工夫を施し、

外の緑がいつでも見えて落ち着ける環境を目指す宣言であった。）

　→利用者が使いやすいように多様なデスク・座席を用意する。

　→①窓辺にカウンターデスク(雁行型)　②キャレルデスク(1

人用）　③閲覧デスク(左右の仕切りの有無にバリエーショ

ンあり）　④ソファ　⑤大テーブル　⑥スツール　⑦個人学

習室など多様。

　→椅子は長時間利用を考慮し、汚れの恐れはあるものの布張

りを基本とした。→ショールーム行脚、サンプルを取り寄

せ、座りやすさ比較を行い決定した。

※右写真は開架部門の主な椅子。上より①岡田オリジナル新潟仕様　②

パルム（イタリア 合成樹脂）③ゴルカ（スペイン 布張り)　④カテ

ィファ(イタリア 肘付き布張り) ⑤モティオワーク(デンマーク 合成

樹脂)　⑥セブンチェア(デンマーク 木地塗装)　⑦同(フロント布張

り)　⑧ＭＯパレードチェア(デンマーク 木製布張り)　⑨ＭＯパート

アウトチェア(デンマーク 木製布張り)　⑩同スツール(木製布張り）

 

■開館２年を経て（Ｍ＝山下、Ｎ＝柳瀬）

１）座席の使われ方を見ると、必要資料の近くを利用するだけ

でなく、自分の好きな空間や机・椅子の形状で選んでいる

ことも窺える。各自が好みの場所を持ち、ゆっくり滞在し

て利用するスタイルが可能な座席数と多様性がある（Ｍ）

２）持ち込みパソコン利用できる場所を、学習室の２／３と個

人学習室に限定して開館したが、徐々に利用が増えている。

開架部門の座席にも将来可能なように整備していたことは

正解だったと思う（Ｍ）

３）ヨーロッパ製で定評のある、座りやすく耐久性のある椅子

が揃った。長い期間使える質の高さ、国内代理店メンテナ

ンス体制の維持など、すぐに廃番になりやすい国産に比較

し、賢明な選択であったと考える（Ｎ）

南窓側、ブラインドを降ろす必要なく緑が楽しめる　　窓際のソファと、中庭のテーブルのある椅子

東窓側①マンガコーナー　　　　　　　　　　　　　　東窓側②カウンターデスクとキャレルデスク

書架の近くの座席(左:１人用椅子、中:｢こどもとしょかん｣近くのベンチ、右:階段下スペースに１人用ベンチ）

東窓側③ソファ　　　　　　　　　 東窓側④中庭に面したソファ　　　 ２階東窓側のカウンターデスク

　 大テーブル　　　　　　　　　　　 新聞コーナー　　　　　　　　　　 個人学習室　　　　　　　　　
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６．ほんぽーと 新潟市立中央図書館　人気スポットの検証－３
学習室（さらなるハイブリット利用を推進する効果にも注目）

■基本計画

１）市民ニーズに対応して、200席の「学習室・社会人室」を盛り込む

近隣の生涯学習施設は、中高生を中心とした若い世代の学習室ニーズが高く、所定場所から溢

れている現実があったので、新しい図書館が完成した時にはその需要が押し寄せることが予測

された。その一方で、社会人からも落ち着いて学習できる席の要望が多く寄せられていた。双

方のニーズに応える席数として200席を設定し、『基本計画書』に明記した。

■設計提案→議論→結論

１）１階は限りあるため「学習室」は２階に設置

　→開架部門が閉館した後も「学習室」の利用が可能であるように。

　→２ヶ所の入口設置。①通常の開架部門からの入口　②１階のエントランスから貸出確認

ゲートを経由しない入口。どちらか１ヶ所を利用する前提。開架部門閉館後は②を使う。

２）200席のレイアウト検討

　　ニーズに関する２つの違いに配慮＝①利用者層の違い　②騒音に対する許容度の違い

　→３室に分ける。ただしガラススクリーンで相互に見通しをよくし、条件の違う３室が

用意されていることを強調する。ゆったりと187席に。

　学習室Ｃ（67席）：隣接するティーンズと同じ椅子にして連続感＝中高生が入りやすい

雰囲気重視。大机でグループ学習（小声での会話）を許容しあう

　学習室Ｂ（52席）：Ａに隣接。ガラススクリーンで声を遮断。パソコン持込可で、キー

ボードの音を許容しあう

　学習室Ａ（68席）：Ｂに隣接、一番奥。静粛を求める利用者用。将来的にはパソコン持

込も可能なようにコンセント設置

３）開架部門の座席群は、本来は図書館の提供する資料や情報を使った学習の場であるべき

だが、持込資料の自習の場としての利用はどの図書館でも少なからず見受けられる。

　→後者の利用を学習室に誘導することで、開架部門の座席群での図書館資料や情報を使

った学習利用を促す。

 

■開館２年を経て（Ｍ＝山下、Ｎ＝柳瀬）

１）基本計画当初は，年代で区分した「学習室・社会人室」を設置となっていたが、年代で

なく、用途によって区分することとし「学習室」という名称になった。ティーンズコー

ナーに隣接した学習室Ｃは高校生が多いが，ＡとＢでは，中高校生と社会人が一緒に利

用している。中高校生にとって社会人が学ぶ姿を見ることは励みになると思う（Ｍ）

２）高校生のテスト期間中の土日は，学習室と閲覧席が満席になり，社会人から苦情が多く

寄せられる。開館１年位までは，閲覧席での自習も排除しないでいたが，閲覧席の中に

一部「読書・自習席」を設け，それ以外の席では自習利用を断るようになった（Ｍ）

３）開架部門の座席群がいつも満席状態では、図書館の提供する資料や情報を使った学習は

促進されない。さらに、印刷媒体とデジタル情報の双方から学ぶハイブリッド利用を促

すためにも、書架近接のデスクが適度に空いている必要がある。よって、ハイブリッド

利用の時代の中規模以上の市民図書館には「学習室」は必須といえるのではないか。そ

う予見できる利用状況が観察される。（Ｎ）

上左写真：「ティーンズ」に隣接した学習室Ｃ、右奥が学習室Ｂ　／上右写真：学習室Ｂさらに奥が学習室Ａ

書架群に沿って並ぶ閲覧席

学習室Ｃ：椅子を｢ティーンズ｣と同じにして連続性を強調、中高生の利用を促している

左：一般開架部門の検索用デスク／　右：どの書架の間からもみえるので、使いやすい

上：インターネット検索
コーナー。レファレンス
に近接／
下：参考図書・郷土資料
部門の書架群に沿ったデ
スク。持込のパソコンに
直接入力する姿も増えて
きた

※基本計画欄の

１）と２）は、直

接の機能面より席

の確保のしやすさ

の点で関係性が深

いことが、開館後

の使われ方の観察

により実感できた。

＜元原稿＞

■基本計画

１）市民ニーズに対応して、200席の「学習室・社会人室」を盛り込む

近隣の生涯学習施設は、中高生を中心とした若い世代の学習室ニーズが

高く、所定場所から溢れている現実があったので、新しい図書館が完成

した時にはその需要が押し寄せることが予測された。その一方で、社会

人からも落ち着いて学習できる席の要望が多く寄せられていた。双方の

ニーズに応える席数として200席を設定し、『基本計画書』に明記した。

２）新しいメディアや情報通信技術に対応した図書館

新しい情報通信技術に対応した各種情報源の提供、それを得やすい環境

整備。

■設計提案→議論→結論

１）１階は限りあるため「学習室」は２階に設置。→開架部門が閉館

した後も「学習室」の利用が可能なように→２ヶ所の入口設置。①通

常の開架部門からの入口　②１階のエントランスから貸出確認ゲート

を経由しない入口。どちらか１ヶ所を利用する前提。開架部門閉館後

は、②を使う。

２）200席のレイアウト検討→ニーズに関する２つの違いに配慮すべ

き＝①利用者層の違い②騒音に対する許容度の違い→３室に分ける。

ただしガラススクリーンで相互に見通しをよくし、３室あることを強

調する。ゆったりと187席に。

　学習室Ａ（68席）：隣接するティーンズと同じ椅子にして連続感＝

中高生が入りやすい雰囲気重視。大机でグルー

プ学習（小声での会話）を許容しあう

　学習室Ｂ（52席）：Ａに隣接。ガラススクリーンで声を遮断。パソ

コン持込可で、キーボードの音を許容しあう

　学習室Ｃ（67席）：Ｂに隣接、一番奥。静粛を求める利用者用。将

来的にはパソコン持込も可能なようにコンセン

ト設置

３）デジタル情報と印刷媒体のハイブリッド利用のしやすい環境整備

→35万冊開架の印刷媒体のどの部門からも近い位置に検索用パソコン

を配置したい→排架のフレキシビリティを損なわない範囲で書架群の

規模を設定、それに併列するようにパソコンを設置

ハイブリッド利用を促すためには、書架近接の検索デスクが適度に空

いている必要がある。「学習室」がない場合、あらゆるデスクが

長時間学習で占められる確率が高い傾向にあるので、ハイブリッ

ド利用の時代の中規模以上の市民図書館には「学習室」は必須と

いえる。そう確信させる利用状況が観察される。（Ｎ）

開架部門は，印刷媒体だけでなく、①インターネットが使える20台

の端末がある情報コーナー　②６台の端末があるオンラインＤＢコ

ーナー　③持ち込みＰＣが使用できる座席群(インターネット接続

可)　④利用者用検索端末の一部はインターネットに接続し新潟市

以外の情報も見ることができる等，デジタル情報も提供している。

さらに開架部門のほとんどのデスクは今後③に変更可能な設備対応

がある。自習利用の多くを吸収している「学習室」の存在も，さら

なるハイブリット利用を推進する。
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６．ほんぽーと 新潟市立中央図書館　人気スポットの検証－４
会話のある｢空間｣、語りかける｢モノ｣

■基本計画

１）市民の生涯学習を支え、知的活力を高めるベーシックな図書館

２）市民とともに成長し、市民の誇りとなる図書館

３）市民のさまざまな疑問や調査研究に応える図書館

　　中央図書館として、新潟市全体の図書館サービスを向上させる中核的使命を担っている。

　　同時に、豊富な開架資料（35万点）とインターネットやオンラインＤＢを利用したレファ

レンスの充実、市民ニーズを踏まえてのテーマ展示や本の紹介など、来館してくる市民の

満足度を高める図書館でありたい。

　　

■設計提案→議論→結論

１）大規模図書館において、人の温もりを感じさせる図書館をどう創るか

→ソフトを支えるハードのあり方について、利用者が空間把握しやすく、図書館員の姿が

好ましくみえる図書館が望まれる

→利用者と図書館員の中心的接点となる総合サービスエリア（案内、登録、貸出、返却、

レファレンス）を、この建築の軸空間である「スパイン」に集約させる。エントランス

ホールにつづく総合サービスエリアのある「スパイン」を、図書館のどこにいても認識

しやすいように特徴づける。それにより、図書館員の存在をよりみじかに感じさせる。

２）調べもの支援の中心的な場であるレファレンスデスクの使いやすさの徹底追及

→利用者、図書館員双方にとって会話しやすい勾玉形デスクの開発

３）「人」による直接的な語りかけに加え、「モノ」を通した会話もしやすいように

→目的に応じ、使い込める仕掛けを用意。掲示する場所を特定し、所構わず張り出さない。

　①家具のシステム化。どの書架にも展示台がセットできるなど　

　②一般開架部門とこどもとしょかんとの間に展示コーナー。多様な企画に対応できるよう

にシステムパーツを用意＝展示壁、可変棚（書棚のように水平、平置用に傾斜のどちら

にもセット可能）、棚にセットできる透明ケース、独立した展示ボックス‥‥

　③場所に応じた特徴的な展示台を用意（階段踊り場、ワゴン展示架など）

　④掲示板設置場所を、効果的な位置のみに限定する

 

■開館２年を経て（Ｍ＝山下、Ｎ＝柳瀬）

１）中央図書館は機能ごとに８カウンターに分かれ、その内の貸出・返却などのカウンターを

民間に委託している。利用者と接することが少なくなったが、その分をカバーするために

様々な工夫をしてきた。事業やボランティア活動を通した市民との関わりを大切にし、掲

示物や展示にも人のぬくもりが感じられるように配慮している（Ｍ）

２）展示コーナーは規模が大きいため、課を超えたプロジェクトにより運営している。

　　話し合うことで考え方の違いを活かしていくことができる。また、効率的な展示物の作成

もできるようになってきた（Ｍ）

３）広いエントランスを利用して関係課や機関による展示の回数が増えている。一日あたり

2,300人の来館者は，展示する側にとっても魅力がある。また、展示に併せて、3階の多目

的ホールや研修室での講演会や講座を行い、その内容を深めることができる（Ｍ）

４）利用者が直接来館したくなる魅力が向上してきていると思われる。「人」によるサービス、

「モノ」の使いこなし方の両面において、図書館は進化することを実感できる（Ｎ）

＜レファレンス＞
緊張を和らげる勾玉形デスク

一般開架部門の書架、目の高さに平置き台／　ティーンズの書架も語りかける（ともにメッセージも添えている）

こどもとしょかんと一般開架の間にある展示コーナー。システムパーツを用意（可動棚・ケース、展示壁、展示ボックス）

左上：階段踊り場の凹みを活用した
展示台／　右上：ワゴン型展示台／
左下：室名の脇にさりげなく桜の花
びらを張る／　中下：自前のポスタ
ーに手書きのメッセージを添えて温
かみを演出／　右下：郷土資料用書
架にて「市民活動の記録」を展示

＜こどもとしょかん＞
図書館員が意識して会話しや
すい雰囲気をつくっている＜エントランスホール、開架部門＞

声を掛けたくなるコンシェルジュ
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６．ほんぽーと 新潟市立中央図書館　人気スポットの検証－５
飲食できるスペース

■基本計画

１）だれもが気軽に使える利用しやすい図書館

　「立寄り型」から「滞在型」へ

　　長時間利用に伴い、飲食できるスペースが求められる。

　　住宅地のため近隣の飲食店まで距離がある。

　　

■設計提案→議論→結論

１）市民の年齢層の幅広さや多様なニーズに応えるため、軽食喫茶（レストラン）部分と、

持込の飲食が可能な休憩コーナーに分ける。

　　ただし、市内の公共文化・教育施設で撤退するテナントが多い（自動販売機のみのスペ

ース提供も検討）

→エントランスホールに隣接する「喫茶ビーンズ（豆型の付属屋）」を飲食スペースと

して整備する。そこに軽食喫茶（レストラン）と休憩コーナーを隣接させ、弾力的な

運用を可能にしておく。

→外からもその存在が良く分かるようにガラス張りとして、賑わいを感じさせる地域の

コミュニケーションの場にするとともに、集客力向上につなげる

→工事段階で厨房設備の施工に間に合うようにテナント募集。そのメニュー構成にふさ

わしい設備に変更し、テナントのモチベーション維持を図る（通常は厨房機器をセッ

ト後のテナント募集が多く、メニュー構成に制約が出ることが問題視されていた）

→市内で味と質に実績のあるテナントに決定。本体工事とテナント（インテリア）工事

の整合は思惑通りに調整できた。

　　軽食喫茶(レストラン)４０席、　休憩コーナー２５席

 

■開館２年を経て（Ｍ＝山下、Ｎ＝柳瀬）

１）入館者の多くなる土日や高校生のテスト期間は休憩コーナーから人があふれることもあ

るが、その場で長時間話しこんでいる学生には声をかけるなどして対応。座席数を増や

してほしいという利用者からの要望もあり、20席から25席に椅子を増やした（Ｍ）

２）利用の少ない平日には、飲み物を片手に勉強や読書をしている利用者の姿もある（Ｍ）

３）レストランのテイクアウトコーナーでは、夏季には図書館利用を終えた親子連れがアイ

スクリームを買う姿がよく見られた（Ｍ）

４）レストランと共催で、絵本の読み聞かせを行

い、登場する人物のパン作りが行われ、好評だ

った（Ｍ）

５）レストランが客単価の高さにより落ち着いた回

転数となっている分、休憩コーナーの高密利用

が気になるものの、市民の利用の仕方が定着し

てきているように思われる。外部広場のベン

チも天気の良い時には飲食の場となり、十分と

はいえないもののすみ分けされている（Ｎ） 早朝、図書館内のレストランで焼いているパン

パンなどのテイクアウトコーナー

レストラン入口

休憩コーナー入口

休憩コーナーでの家族

休憩コーナーから奥に、テイクアウトコーナー、レストランがある

レストラン内部

天気の良い日は、エントランス前広場のベンチで飲食する若者も目立つ
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図書館を使いこなす利用者にとって欠かせないレファレ

ンス。しかし声を掛けたものの、知りたい核心になかな

か触れない利用者は意外に多いという。レファレンス･

インタビューのノウハウが重視される所以であるが、単

刀直入に何を調べたいのか言い出せない心理に、建築環

境は影響していないだろうか。

その問題意識から、レファレンスの基本行為である「会

話」がもっと気軽に進むレファレンスデスクを開発すべ

く、以下の文献の実証実験を行った。

＜参考＞人間の持つ「距離」の感覚について
利用者と図書館員の心理に、お互いの「距離」は大きな

影響力をもつ。その理論的参考として、

『かくれた次元』（エドワード･ホール著）※1を以下に要約
エドワード･ホールは、人間が自分の周りにパーソナリテ

ィの延長として持っている「距離帯」を、以下の4つ

に分類、さらにそれぞれ遠近の相に２分している。この

理論は民族、生まれ育った文化的背景により差異はあるが、

おおよそ日本人にも当てはまると思われる。

「レファレンス・スペース」における心理状態を考える

上での重要な問題点は、下記にまとめた「個体距離・遠

方相」と「社会距離・近接相」の間に潜んでいる。

Ⅰ．密接距離
近接相：６インチ以下（約15ｃｍ以下）

遠方相：６～８インチ（約15～45ｃｍ）

顔の一部のみ強調して見える。低いレベルの会話、ささや

き…　相手の体温、息の音、においなどを感じる。

Ⅱ．個体距離　
自分と他者とを恒常的に隔てる距離。親密度やお互い

の感情により、その距離は変化する。

近接相：1.5～2.5フィート（約45～75ｃｍ）

相手を抱いたりつかまえたりできる。

遠方相：2.5～4フィート（約75～120ｃｍ）

片方が手を伸ばしても届かなくなる距離から、両方が腕を

伸ばせば指が触れ合う距離までの範囲（身体的影響力の

限界）。相手の表情は細かなところまではっきりと見て取れ

る。皮膚の細かい状態、白髪、眼元に現れた眠気、小じわ、

衣服の汚れ…。体温は知覚されない。息のにおいはわか

ることもある。この距離は個人的な関心事や関係を論議

するのに適している。

Ⅲ．社会距離　
たやすく他人に触れられなくなる距離。顔の細かなデ

ィテールも明確でなくなる。

近接相：4～7フィート（約120～210ｃｍ）

個人的でない用件はこの距離で行われる。一緒に働く

人々は近い方の社会距離を用いる傾向がある。

遠方相：7～12フィート（約210～360ｃｍ）

形式的な社交上の対話距離。

Ⅳ．公衆距離　
個人的関わりの範囲を超える。12フィート以上離れると、

脅かされた時、逃げるか防げる割合がぐっと高くなる。

近接相：12～25フィート（約360～760ｃｍ）

遠方相：25フィート以上（約760ｃｍ以上）

　※1　『かくれた次元』（エドワード･ホール著　日高敏隆、佐藤信行訳　みすず書房）

従来型レファレンスデスクでの「会話」は、緊張を強いることが多いのではないか。

その問題意識から始まった－－。

＜実験写真-1＞対面120ｃｍ：

「社会距離」と「個体距離」の境界。初対面の場

合、これ以上近づくと緊張が強まる

＜実験写真-2＞対面75ｃｍ：

「個体距離」の遠方相と近接相の境界。テーブ

ルの幅は標準的レファレンスデスクと同じ80ｃｍ

 

＜実験写真－3＞対面90～100ｃｍ：

机上のパソコンを操作したり、声を小さくしたい

心理が強いときには近づいてしまう。つまり、レ

ファレンスは、「社会距離」に留まらず、「個体距

離」に突入してしまう宿命を負っている

＜実験写真－4＞同じ対面90～100ｃｍ：

90°斜め向きの位置関係になると、緊張感が

格段に和らぎ、話しやすくなる

 

 

同じ対面距離の場合、180°対峙よりも、90°斜めに向き合う方が話しやすい。

その関係に座れる「勾玉型」レファレンスデスクを開発。

＜参考＞マルメ市図書館（スウェー

デン）おむすび型デスク（横並び型）：

利用者･図書館員ともに、検索画面

をみやすい。ただし、体が触れあう恐

れがあリ、スキンシップの習慣の違う

日本にこのまま導入するのは難しい

＜参考＞リハビリテーション病院調査：

「体」とともに「心」の回復を支援するセ

ラピスト（作業療法士や言語療法士）は、

患者と「90°斜めに向き合う位置関係」

で接している。緊張を和らげる効果を、

すでに実証しているといえよう

完成写真（上）とレファレンス中の写真（下）：

１，２階に各２台ずつ、こどもとしょかんに１台、合計５台。

印刷媒体とデジタル検索の両方を駆使しやすい

レファレンス中の写真：

同じパソコン画面をみながら説明。デスク端部の張り出しが

両者の領域を明確に分け、体が触れ合うのを防止している

開発シミュレーション記録写真

上：原寸型紙（椅子の位置など写真中に併記）

下２点：型紙を敷いて、実際に大きさや両者やパソ

コンなどの位置関係と使いやすさを検証。その場で

一部をカットあるいは付け足し、補正を繰り返した

図書館員
 

椅子はキャスター付
(利用者の状況により
距離を調整できる）

利用者１

利用者２パソコン
（首を振って
お互い見やす
いように）作業

スペース

パンフ展示
スペース

 図書館建築・計画資料＜レファレンスデスク＞　新潟市立中央図書館　　　　　 勾玉形デスク（90°斜め対面型）の提案

 

岡田新一設計事務所



 

 

 

ワークショップ／新潟市立中央図書館＋岡田新一設計事務所／企画書作成：柳瀬

「さがしてみよう！ としょかんのほん」

■目的
１）グループ学習室の使い方の一例を示す。

　　離れ屋であること、開架室から見る・見られる関係にあることの意味を、実践を通して（子

どもの成長を願う大人たち＝保護者、学校図書館および公共図書館関係者、ボランティア…

が）ともに考える機会とし、さまざまな使い方を引き出すきっかけとしたい。

２）こどもたちに「図書館とは…」を考えるきっかけを提供する。

　　本が多いだけでは単なる本の倉庫。誰もが利用しやすくするためにルールが存在することを

実感させる。

■日時
　　2007.11.11（日）　60分程度×2回　　11：00、14：00

　　テーブル・席のレイアウト検討、１回目は円卓形式。２回目はスタイルを変える

■対象
　　小学生：15人程度／回（保護者同席可、幼稚園児が入っても可）　

■ナビゲーター
　　図書館司書として：　新潟市立中央図書館　三條、五十嵐　以下Ａ

　　設計者＋利用者代表として：　岡田新一設計事務所　柳瀬  以下Ｂ

　　サポーター5,6名  　　　　　　　　　　　　　　　　　   以下Ｃ　　

■用意するもの（人数分＋予備）
①こどもとしょかん「本の並びマップ」、ＮＤＣ一覧表　各1枚ずつ／人    　 …図書館で用意

②目印ホルダー＝クリアケースに赤などの目立つ色を挟み込んだもの：端に「このままにしてお

いて。すぐにお友だちが使うものだから」など縦書きしておく。大き目の本の中で埋没しな

い大きさ＝Ａ４サイズを横におく　　　　　　　　　　　　 　     　　　　…図書館で用意

③こどもとしょかん「本の並びマップ」「NDC一覧」パネル２枚　      　 …設計事務所で用意

④アンケート用紙（＋鉛筆、消しゴム）　　　　　　　　　　　　　　      　…図書館で用意

■ストーリー（Ｂ：司会進行）　　

１）あいさつ（館長）

２）Ｂ：大まかな進め方説明。「秋」が出ている本（言葉でも、写真でも、イラストでも…）をさがし

てみようと問題提起。その前に図書館にはどのような種類の本があるのか、それらがどのように並

んでいるか、教えていただくことにしましょう、とＡを紹介する。

３）Ａ：２枚のパネルと手元に配布した資料をもとに「本の並び方」説明。ヒントを与える。

４）参加者全員：開架室で探す。サポーターは迷っている子にアドバイスする。決まったら、その本が

あったところに目印ホルダーを挟み、本をもって、グループ学習室に戻る。

５）参加者全員：ひとりずつ、自分が選んだ本をごく簡単に紹介する。

　　（①本の題名　②どのページに登場するか、開いてみんなに見せる）

　　※ここがポイント。同じ「秋」でも、人によって違う分野の本を持ってくるはず。（４類「植物図

鑑など」、５類「料理」、６類「産業」、７類「デザイン・工作・写真集など」、９類「ものがた

り」、およびえほん、紙芝居…）

　（Ａは、補足説明用として気づきにくい分野の本を前もって用意しておく。）

６）Ａ：ひとくちに「秋」といっても、さまざまな分野の本があることを、子どもたちが選んだ本及び

あらかじめ用意しておいた本で改めて説明する。例を取り上げ、マップを用いてどのあたりに並ん

でいた本か、クイズ形式でたずねることも考えられる。

７）Ｂ：①「それでは、本を元に戻しましょう」　段取り説明。

　　ただし、自分のではなく、他の人の本を。時計回りに手渡しするゲームで、自分に回ってきた本を

戻すことにする。

８）３人一組となり、チームごとにＡ、Ｂ、Ｃおよび保護者がつく。開架室に行き、「本の並びマッ

プ」と目印ホルダーを手がかりに、その本のあった場所をさがす。大人が「正解」であることを確

認してから、子どもたちが目印ホルダーを抜く。終わったチームからグループ学習室に戻って着席。

９）アンケート用紙に記入してもらう。

10）Ｂ：まとめ。＋この図書館の建築のこと（なぜ離れ屋としたか）を少し説明。のち解散－－。

当日の記録写真(午後の部より）：

子どもの成長を願う大人たちも参加した。

図書館員に加え、保護者･絵本作家･学校

図書館司書･ボランティア･設計事務所

上３点／開架スペースで「秋」に関する本をさがす。

暖かくサポートする大人たち

自分が探してきた本の

どこに「秋」があるか､説

明する子どもたち

上／『シートン動物記』、

冬眠する前の熊

が食べ物をあさる

背景に､「秋」があ

ると語る男の子

下／『野菜の本』で、

        秋ナスを紹介

左／「ナス」を選んだ子は、

たまたま３人いた。

植物（４類･動植物）の他に、

料理（５類･くらし）、ナスの

絵を描く本（７類･芸術）が集

まった。

すかさず、図書館員が「同じ

ナスでも、書いてある内容

によって、分類が別れること、

その分類ごとに並べた方が

探しやすい」と解説

上／他の人が借りてきた本を、もと置いてあった場所を探し出し、返

す（ゲーム感覚）。抜いた所に挟んでおいた赤いクリアケースが

目印になる

左／終了後､感想をかく。「これで図書館を使いこなせる」「明日も来

たい」「友達に教えたい」など、意欲的な回答が目立った

 図書館建築・計画資料＜ワークショップ＞　新潟市立中央図書館　　　　　 グループビーンズ（こどもグループ学習室）を使いこなすために

 

　岡田新一設計事務所

 



 図書館建築・計画資料＜サインシステム＞ 　展示･掲示板のシステム化と運用事例（ツールとその使いこなし方について）

 

パーツＡ：棚板（一般書架と互換性有）

パーツＢ：展示台（Ａを逆さに取り付け）

パーツＣ：アクリル製ケース（Ａにセット、着脱可能）

パーツＤ：展示台（一般書架用を転用）

戸棚：パーツなど展示具、小物類収納

可動展示ケース

07/11/17撮影　新「新潟市」味(み)どころ紹介07/10/19撮影　新「新潟市」観(み)どころ紹介

 

高書架：目の高さの書棚に、アピール効果の高い平置
展示台を置いている。大規模な開架スペースで未だ蔵
書数が少ない段階において、１連分の長さの展示台は
「本の魅力を醸し出しつつ空きを埋める」効果が高い

高書架：平置展示台は１連分の長さのタイプと、１冊
用のタイプがある。それをメーセージ掛けに活用して
いる（当初、想定していなかった活用の仕方）

ティーンズ書架：このスペースのみ雁行型として書架
そのものに場の特性を語らせている。角部に透明アク
リル製の平置展示台が付いている

ティーンズ書架：角部の展示台ばかりでなく、一般書
架部分にもメッセージや本の表紙をみせ、楽しさと賑
わいを演出している

掲示板(部分)：パソコン作成のポスターに、手書きの
コメントを添えてあるのも手づくりの温かみを感じる

掲示板(部分)：フリースペースにあるボランティア用
（市民から市民への呼びかけ）

ワゴン型展示台：こどもとしょかんで、
季節に応じたテーマ展示を行っている

階段踊り場にある展示台。館内の
隅々まで、利用者サービスに徹し
ているので、利用者の評価は高い

 

コーナー表示サインに、ときお
り季節の花を模した折り紙が添
えてあるのも、細やかな気配り

090729　岡田新一設計事務所

新潟市立中央図書館：

一般書と児童書の間に、Ｌ型の展示スペースがある。

図書館員と市民が協同して、学習成果の発表や展示・広報を行なう場として、本に

限らず多様な（大きさのマチマチな）物品のディスプレイが想定された。よって、

いくつかのパーツを自由に組み合わせ、場の設定ができるようにシステム化した。

ある日の開架スペース（語りかける展示・掲示）09/3/13撮影

外観　　　　　　　　　　　緑の渚（窓側・読書スペース）
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〈スパイン〉

児童図書
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＜事例＞新潟市立中央図書館　1階平面図（部分）1/500
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児童書と一般書を緩やかにつなぐ展示コーナーなど

サービスデスクから奥をみる。右から
左へ「えほん」「ものがたり」「ちし
き」のための書架。家具は大人利用も
想定した機能性を踏まえたデザイン

サービスデスクは、貸出用と相談用の
２つが並ぶ

おはなしのへや。「えほん」「紙芝居」
「大型絵本」架に近接させている

「おはなしのへや」とは別に、主に小
学生を対象とした「グループ学習室」
がある。その用途にあわせた雰囲気、
仕様設定

２階ティーンズルーム。専用書架。
「情報」「視聴覚」「学習室」に隣接

 

◇児童サービスのための場に係わる関係性

１）児童書の種類と主な対象年齢層

①えほん（就学前）

②ものがたり（小学生）

③ちしき（～小学生）

④その他＝紙芝居、大型絵本、

　　　　　「月刊誌(こどものとも)」やＡＶ資料など

　　　   ↓

◎「おはなしのへや」「授乳室･子どもトイレ」
　は ①えほん および サービスデスクの近くに
◎小学生を対象とした学びあう場「グループ学
　習室」も重視したい。③ちしきの近く

２）一般開架スペースとの関係性

①近づけたい＝子どもの成長に応じた移行のしやすさ。

　　　　　大人も使える（最近の児童書は大人にもわかりやすい）

②離したい＝子どもの発生音がクレームとならないように

　　→この「付かず離れず」の関係を、どう建築化すればいいか‥

３）YA（ヤングアダルト＝ティーンズ：中高生）の配置
①児童開架スペースに近づけたい＝小学生高学年から中学生へ　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　移行のしやすさ

②一般開架スペースに近づけたい＝大人の本とのつながり　　　　　

　　　　　　　　　　　　（視聴覚･芸術系など）、学習室にも近く

　　→何を重視するか‥その回答により計画・設計は変わる※ 対象年齢は便宜上のもので、 利用を限定するわけではない。
　　　

14.　児童サービス面からみた新設図書館の事例
　＜ほんぽーと 新潟市立中央図書館＞
公共図書館の児童サービスを建築・施設面から検証するため、ほんぽーと新潟
市立中央図書館を例としたい。第26回（平成22年）日本図書館協会図書館建築
賞を受賞している。

4-1．政令指定都市新潟市の図書館
新潟市は2005年3月の13市町村広域合併により、八区の政令指定都市（人口81
万人）に移行した。「新潟市立図書館ビジョン」 （平成22年3月）には図書館
を学びと情報の拠点ととらえ、①課題解決型図書館　②分権型図書館　③学・
社・民融合型図書館　④パートナーシップ図書館という４つの柱を立てている。
同時に「新潟市子ども読書活動推進計画」（平成22年3月）を策定している。
家庭、学校、地域、保育園・幼稚園の連携協力が力強く打ち出されている。
市域に分散する区ごとの図書館が旧市町村の特徴を生かしながら緩やかなネッ
トワークを形成している。学校図書館支援センターは2008年より整備が始まり、
2011年に４箇所で本格実施となった。特に市内小中学校全校に学校司書が配置
されていることは政令指定都市の中でも特筆できる 。地域に密着したボラン
ティア活動も大きな力になっている。
2009年10月1日に,ほんぽーと新潟市立中央図書館が開館した。中央図書館は18
館29地区図書館（平成23年度）の中核として、35万点の大規模開架部門と45万
点（自動出納書庫）を備えている。プロポーザルにより、岡田新一設計事務所
が設計をした 。
中央図書館のこども図書館が独立した部屋と専任職員を配置していることでわ
かるように、児童サービスは重要な柱として位置づけられている。窓口業務は
図書館流通センターに委託されている。図書館職員として企画運営部門でその
専門性を発揮できる体制づくりに努力をしている。学校司書を含め司書の研修
養成のプログラムがある。

4-2．中央図書館の全容―図書館単独館
JR新潟駅から700ｍで便利なロケーションでありながら、緑の豊かな住宅街に
ある。新潟市立長嶺小学校の跡地を利用、旧校庭の樹木を取り込こみ、大型建
造物（延べ床面積9,132㎡）三階建の高さを感じさせず、周辺の景観に溶け込
む工夫がなされている。「ビーンズ」（古信濃川のイメージ）がデザイン上の
特徴になっている。館内は全体にやわらかな外光にあふれ、視界が通る開放的
な空間と閉じられて落ち着きのある空間がバランスよく配置されている。賑わ
ってはいるが、利用者は自分の落ち着ける場所を見つけることができる。"緑
の渚"と名付けられた南向きの座席では、ヒマラヤ杉の木陰を通しての読書が
楽しめる。家具はヨーロッパ製品とオリジナルデザイン開発のものが、厳選さ
れている。家具を含め内装は色彩がおさえられ、飽きのこない清潔感がある。
開架冊数35万冊の魅力を堪能できる。
1階は新刊書・ポピュラーブック・文学・芸術、少し奥に新聞・文庫・新書・
大型活字本障害者サービス部門。1階入口脇のこどもとしょかんの独立性は高
い。2階はビジネス支援を含めての主題別資料、参考図書・郷土資料、特別コ
レクション（会津八一、坂口安吾、吉屋暢子等）等の展示と資料が揃い、本格
的なレファレンスに応えられる資料群が並んでいる。調査・相談は1階2階に特
別仕様（勾玉形）の専用カウンターを設けている。人気は１階入口の"休憩コ
ーナー"と"軽食・喫茶"がデザイン的にも美しいシンボルの"ビーンズ"型にな
っている。長時間滞在を意識し、休憩コーナーでは自由な飲食ができる。図書
館友の会の掲示版やリサイクルブックのコーナーが眼に入る。
児童に関わるサービスゾーンは１階"こどもとしょかん"、２階の"ティーンズ
コーナー"と"学習室"３室と"ボランティア活動室"。３階には親子室付き"多目
的ホール"と"研修室"２室と"保育室"がそなえられている。さらに１階東奥に
は"マンガコーナー"があり、新潟ゆかりの漫画作家（赤塚不二夫，水島新司，
魔夜峰央，高橋留美子等）を中心に充実したコレクションを楽しめる。
図書館機能を充分に検討した上で、それぞれ適切な場所に配置されている。設
計段階で図書館と設計者が充分な話会いを重ねたことが分かる建物だ。開館時
間は長く、開館日も多く設定されている。

4-3．こども図書館－641㎡
正面エントランスから右手にガラス越しに、企画展示コーナーが見える。それ
に誘われるようにして入ると、外国語の絵本棚が眼に入る。外国語図書コーナ
ーだ。その右奥がこども図書館だ。

O こどもサービスデスク
サービスデスクは貸出用と相談用２つが並んでいる。相談デスクは勾玉形で、
図書館員と利用者が正面から向き合うのではなく、少し斜めから圧迫感がなく
対面する工夫がされている。近くに利用者（子ども）用の蔵書検索とインター
ネットとCD-ROM用のPC席がある。近くの壁面には読書関連の雑誌架が並ぶ。

O こどもとしょかん家具
可動のワゴン型展示台の季節の本が子ども達を誘っている。書架は右壁面3段
書架（上部2段は面展示棚）と向かって右がカーブ付けた４段式（上部2段は面
展示棚）５台。

サービスデスクに平行して、左右に２列3段と４段の書架が配置されている。
書架の高さは抑えられ、書架の上部は背面棚板がなく、部屋奥まで視線が
通る。本体は木製。展示台やサインベースなど付加物を金属製とするシス
テムデザイン。書架の棚板に切れ込みがあるので、各段の好きな個所に展
示台を差し込め、その先端が棚板前面と揃う。はずれにくくもあり、整っ
た印象の棚つくりが工夫できる。中庭を望む西奥のコーナーに紙芝居架。
旧小学校の校庭を望む南側窓は大きなヒマラヤ杉の木陰を通し柔らかい光
が入る。窓際の席は"緑の渚"と名付けられている。南面に３つの対面式の
ボックス席がある。高い半透明のアクリル板で囲まれ、家族や友人と過ご
せる空間だ。カウンター側と南西奥には中学年用の楕円形（4席）の机が３
台と円形机が１台。西奥に低学年用のテープルとソファがひとつ。椅子の
座面が通常子ども用より広く取ってあり、安定感がある。オリジナルデザ
インの軽量ブックトラック（2段で幅も小さい）は展示棚にもなり、使いや
すそう。

O おはなしのへやとトイレ・授乳室
北奥"おはなしのへや"は広く、フローリングなので、様々な用途に使用で
きる。木の座机（可動式）４台とおはなし会用木製机2台が備えてある。そ
の横に子ども用トイレ、手洗い、授乳室が2室。トイレ・授乳室はどの角度
からも目に入るので、安心感がある。

O 児童図書研究室
児童書研究室は相談カウンターの奥に独立した部屋になっている。高書架
の豊富な資料と机椅子・検索用PCがあり、落ち着いて調査研究ができる。

O グループ学習室
こども図書館から渡り廊下でつながったガラス張りの"グループ学習室"が
ある。全体はビーンズの形をしている。旧校庭の緑の中に包まれた美しい
部屋だ。台形の机は自在に組み合わせることができ、クラス単位のグルー
プ学習、ワークショップ等さまざまに活用できる。椅子も部屋の雰囲気に
合わせて、パステル系ライトブルーだ。戸棚を開けると、流し台が用意さ
れている。この部屋の活用で調べ学習の新しい形を提案している。

O 児童書用書庫
全館用の自動書庫の出納口とは離れているので、こども図書館用の書庫
（5000冊収容）がカウンターバックに設置されている。全市への団体貸出
用や調べ学習用資料、雑誌バックナンバー等が収納されている。

O その他のポイント
カウンター前にも小展示のコーナー。新潟市出身の黒井健さんがこども図
書館名誉館長だ。黒井氏デザインのカンガルー"るーぽん"がこども図書館
のキャラクターになっている。成人の部屋との間に、共通性のある企画や
テーマ展示コーナーなどをあてはめ、「付かず離れず」の関係で、ゾーニ
ングされている。子どもの声がうるさいとのクレームを起こしにくく、そ
の一方で、児童がティーンズや一般の本にも近づきやすいようにとの設計
意図がある。

4-4．ボランティアルーム－36㎡　２階
図書館の運営にボランティアの活動が果たす役割は大きい。２階にボラン
ティアルームが設置されている。子ども読書推進にかかわる多くのグルー
プがこの部屋を拠点に活発な活動をされている。

4-5．ティーンズルーム－76㎡／学習室３室 －378㎡　２階
中高生をサービス対象とするティーンズルームは１階のこども図書館とは
異なるコンセプトで設計されている。２階のビジネス支援コーナー、商用
データベースも利用できるPC端末のコーナー、CDやDVD書架の並ぶ奥にある。
ティーンズの手の届くところに様々なメディアに接することができる。コ
ーナーの入口は特別仕様の自立型のコンパクトな書架が並んでいる。アク
リルの展示書架を組み合わせ、ティーンズ用の図書が配架されている。学
習室壁面の雑誌架も手に取りやすいように工夫されている。机が窓側、平
面、グループ机とそれぞれ選べる。
ガラス越しに機能別に３室に分かれた学習室（3室187席）が見える。中高
生・大学生・社会人とそれぞれの利用者ニーズの違いに対応できるよう明
確に分けられている。「自習することができます」と書かれている。開架
部門が閉館時にも学習室が利用できるように入口と動線が確保されている。
大学生、社会人の真剣に学ぶ姿が、中高生の眼に入る。
学習室C：隣接するティーンズと同じ椅子にして連続感をもたせ、中高生が
入りやすい雰囲気を重視している。グループ学習も可。学習室B：パソコン
持ち込みが可能（ガラス越しにAとC室にはさまれている）学習室A：静粛を
求める利用者用。パソコンや電卓は禁止。一番奥まっている。

4-6．多目的ホール－183㎡／研修室2室＋保育室－210㎡ 3階 <省略>

4-7．まとめ
新潟市立中央図書館を事例として、児童サービスを行うにあたって必要な
施設・設備を考えてみた。2007年以降新築されて図書館の中にもこれらの
要件に該当するすぐれた例をみることができる。ボランティアや学校関係
者との連携の中で、乳幼児期からスタートし、中高生そして、生涯学習を
視野にいれたすべての利用者に愛される図書館を作り、それぞれの現場で
健闘されていることに勇気を与えられる。

4年に1度出版される『年報 子ども図書館・2011』より抜粋
　　　　　　　　　　　　　　　／ 稲垣房子（奈良大学教授）共著
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我孫子市生涯学習センター
「アビスタ（我孫子市民図書館＋我孫子地区公民館）」

1階平面図

南側（公園側）外観 ：葦の模様が浮かび上がる二重フロストガラス

北側（道路側）外観 ：街に手賀沼のほとりの雰囲気をつなげていく

2階平面図

事務室

学習室 和室

ストリート上部

ホール

ストリート

児童書

一般書

図書館

参考図書

喫茶コーナー
工芸工作室

調理室

インフォメーション

オープンスペース

ミニホール

学習室

千葉県我孫子市若松26-4

延床面積  ：4,365㎡

階 数     ：地上3階

蔵書収容力：開架100,000冊

            閉架130,000冊

開 館     ：2002年4月

   エントランス広場に掲げられたパネルの一部

 

白樺派の人々が堪能した｢手賀沼遠望｣を再現した屋上庭園からの眺め西側（公園側）外観 ：図書館開架スペースの外にノウゼンカヅラ棚のあるテラス

手賀沼公園から,エントランス広場をみる

エントランス広場:両壁面にコラージュパネルや展示ボックスがある

「手賀沼のほとりにあって」

「生涯学習の場として」

この２つのテーマに対し、我孫子とともに歩んできた先人達の

足跡・歴史からヒントを得た。設計の過程において参考となっ

た文献や写真等のいくつかを、コラージュパネル（幅約５ｍ）

にしてエントランス広場に掲げている。市民に、改めて「我孫

子とは」を考えるきっかけを提供する目的。引用した文人たち

の貴重な初版本や資料は、郷土資料コーナーにある。

外壁は、手賀沼のほとりにて活躍したバーナード

・リーチや柳宗悦好みの焼き物を踏まえた、せっ

器質タイルを主体に、素材のもつ風合を活かすこ

とを意図した。ガラス面は鳥衝突防止に配慮。

公園から 

駐車場から 



我孫子市生涯学習センター
「アビスタ（我孫子市民図書館＋我孫子地区公民館）」

    ストリート：階段の右は展示ケース越しに、工芸工作室での活動がみえる

学校を卒業した後も、より充実した人生を送るためには「学ぶ」

ことが欠かせない。生涯のいつでも「何を学ぶか」は自らの意志

により自由であり、自らの成長の責任は自らにあることが、これ

からの生涯学習社会の原則。つまりひとり一人が主役であり、個

が尊重される。

その一方で、ひとりではきっかけがつかめない、続かないことも

多い。核家族化の進む時代にあって、触発を受けたり切磋琢磨す

るような「学びあう」機会と場も、同時に強く求められている。

我孫子市生涯学習センターでは､「図書館」と「公民館」の利用

者層の相違点を分析し、相乗効果を最大限引き出すような全体構

成を提案した。

一般的に「図書館」は個人利用が多数を占め、市民が誰でもいつ

でも予約なしに自由に利用できる。一方、多様な性能を備えたス

ペースや設備を持つ「公民館」は、同好の団体活動や一定の属性

に対応した利用が主となっており、体験の共有に持ち味がある。

複合化にあたり、双方に共通するパブリックな性格の機能を「ス

トリート」を中心に結びつけ、利用者同士の触発や新しい自分発

見につながりやすい学びの環境をめざした。その一方で、プライ

バシーにも配慮し、要所に落ち着いた空間も併せ持つように設計

している。

    一般開架

    雑誌・新聞コーナー     参考図書・地域資料コーナー

ホールの活動風景が街へと。暗幕やケースメントでの遮蔽も可     学習室前の展示コーナーとオープンスペース（飲食自由）

    図書館デビュー：若い親たちの交流や情報交換の場としても

    母から子へ：公園で遊んだ帰りに

決められた時間
スケジュール、時間割

自由な時間
いつでも気軽に

団体利用
交流、切磋琢磨

図書館

公民館

豊富な知識

充実のスペース・設備

学習機会・企画

個人利用

 

自ら学ぶ

情報ネットワーク

１．ストリートを軸に、図書館と公民館を
絡ませる。利用者同士の触発を促す公開

性の強い要素がストリートに顔を出す。

２．「図書館」利用者にとって、公民館の
様子もわかりやすく、実践の場や同好の

仲間を見出しやすいイメージ図。

３．「公民館」利用者にとっても、図書館
が身近に感じられ、より深く学習テーマ

を極める利用が促進されるイメージ図。

４．2つの機能の相乗効果が高まり、利用者
同士が刺激しあい切磋琢磨する、新しい

学びの場が誕生するイメージ図。

１

２

３

４

    ストリート：日頃の学習成果の発表、市民同士の交流・触発の場

    孫とのひととき















５

3年目（平成14年12月）：パッチワーク作品展

4年目（平成15年8月24日）：吉田高校書道部作品展・展示作業風景

８年目（平成19年2月）：幼稚園合同展示会

4年目（平成15年8月24日）：絵楽会展示最終日ワークショップ

10年目（平成21年8月）：10周年記念ワークショップ
図書館＋設計事務所共催「図書館の本さがそう（お題：さかな）」

「絵楽会」ワークショップのあと、
2週間にわたる展示作品の片付
け。これで、夏の長い１日も終わ
り－－と思ったのが16：00頃
（右の写真）

そこに突然現れ、展示を始めた
のが吉田高校書道部の女子高
生たち（下写真2枚）
男手は先生と助手1名
2時間ほどで、1，2階あわせて
40ｍの展示壁を埋め尽くした、
その手際よさは見事
校内よりも図書館で展示した方
が大勢の人に見てもらえるので
張り合いがあるとの声しきり。毎
年夏休み最終週が恒例になって
きたとのこと

子どもたちの絵が大勢
の市民を楽しませてく
れる。中でも私が気に
入ったのは「みずのけ
んた君」の赤鬼だ。
将来楽しみな子が同じ
町に居てくれる。そう
思えるだけで何か幸せ
な気分になる。図書館
とは、このような出会
いもあり、市民の日常
に欠かせない場所に
なっている－－

図書館は単なる本の倉
庫ではない。探しやす
いように分類され並ん
でいる。それを宝探し
感覚で、実体験するワー
クショップ。
義務教育で分類学を学
ぶ機会のなかった今の
大人たちも、真剣に耳
を傾けていたのが印象
的だった

吉田町立図書館　交流ストリート活動記録

■平成11年7月開館後、
　3年目から10年目までの記録





（仮称）藤代町立中央図書館 建築現場見学会記録

■ 日時：02/02/23（土） 第 1 回 10:15＋第 2 回 11:15

■ 主催：藤代町教育委員会 協力：岡田新一設計事務所＋大林組

＜小学生対象＞ 約 40 名参加 第 1 回（小学校高学年）

第 2 回（小学校低学年＋幼稚園児）

１）図書館と建築のおはなし 説明担当：岡田新一設計事務所

２）現場見学・体験 実行担当：大林組＋職人さん

※ 全体の誘導・指揮 担当：藤代町図書館準備室

テーマ：建築建築建築建築もみんなでもみんなでもみんなでもみんなで助助助助けあっているけあっているけあっているけあっている

『『『『完成完成完成完成したらしたらしたらしたら見見見見えなくなってしまうえなくなってしまうえなくなってしまうえなくなってしまう「「「「力持力持力持力持ちちちち」」」」たちたちたちたち』』』』

１１１１））））おはなしおはなしおはなしおはなし（（（（１０１０１０１０分分分分））））

・ （前段）図書館にはいろいろな種類のたくさんの本と、本のこと

なら何でも教えてくれるライブラリアンがいる。

・ 今度の図書館の児童開架フロアは 2 階にある。

建築の 2 階はどのように支えられているのだろう？

まず、柱。だけど柱だけでは、ゆれたらつぶれる。

↓

そこで、柱をつなぐ。それは梁（桁）と呼ばれている。みんなで

手をつなぐようにして地震に耐えている。

・ その梁には H 鋼と呼ばれる強い鉄骨が使われていて、ちょうど組

みあがった状態を見ることができる。H ではなく、エの向きの方

が、上からの力に対して丈夫に働く。（そうなっているか、現場で

良く見てみよう）

・ そして床。今度の図書館の床は、鉄筋コンクリートでできている。

コンクリートのなかに鉄筋が入っている。コンクリートを流し込

んだら鉄筋は見えなくなってしまう。コンクリートと鉄筋はどの

ようにして助けあっているのだろう？

まずは、コンクリート。

① 自由な形になる（テストピースは、プリンやゼリーと同じ）

② 押えられる力（圧縮力）に対してはとても強い。

③ しかし、引っ張られる力には弱い。

鉄筋は、反対に

1 引っ張られる力にはとても強い。

2 逆に押さえつけられる力には滅法弱い。

このように、コンクリートと鉄筋は逆の長所が多く、助けあって強

い力を発揮する。（おとうさんとおかあさんとおなじ？）

・ 鉄筋も１本では力が出ない。大勢の仲間たちと肩を組んでいるよう

に、コンクリートのなかでバランスよく並んでいなければならない。

そうなるように、職人さんたちは特に気をつかって工事をする。と

にかくコンクリートを流し込んだ後では手直しができないのだから。

・ 鉄筋のように、細い素材をタテヨコ（格子）に組んで力が強くなる

ものには他になにがあるだろう？

－ 竹籠（何か用意）、グレーチング蓋（本物を 1 枚みせる）、

セーターも原理はおなじこと。

今度、身の回りを注意深く観察してみよう。

・ 図書館の現場も、大勢の人々のちからで支えあい、みんなの図書館

が少しでもすばらしいものになるように頑張っている。

２２２２））））現場見学現場見学現場見学現場見学・・・・体験体験体験体験（（（（約約約約３０３０３０３０分分分分））））

①①①① 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋のののの結束結束結束結束をををを身近身近身近身近でみるでみるでみるでみる（（（（高学年高学年高学年高学年のみのみのみのみ））））。。。。

・ 鉄筋に触れてみる。

・ 職人さんに結束（タテヨコの交点を緊結）してもらう。（1×６ｍ程度

の餅網用意。ばらけないようにしておく）

・ 希望者には、実際に体験してもらう。

②②②② 現場現場現場現場をみるをみるをみるをみる。。。。

・ 全体の構成（どこが入口か、児童開架フロアはどこにあるか等）

・ 鉄骨が柱と梁でつながっている様子。

・ 鉄筋が餅網のように、あるいは籠のように加工されている様子。

・ パースと本物の大きさの違いを体感する。

・・・・ その他

③③③③ 働働働働くくくく車車車車にににに乗乗乗乗ってみるってみるってみるってみる。。。。

・ ユンボ（バックホー）を目の前で動かす。

・ いま働いていたユンボの運転席に順番に乗ってみる。

→（簡単なモデル１）

→（簡単なモデル 2）

→テストピースを

見せる(現場で用意)

→（簡単なモデル 3）

→スタイロフォーム

をコンクリートに見

立てて割ってみせる。

（＝引っ張られる側

から割れる）

→ピアノ線を引っ張

ってみせる。細くて

も切れない。

逆に押し付ければ、

簡単に曲がってしま

う

→竹籠をみせる

→グレーチング（現場で用意）を

みせる

→パネル張りパース

は部屋に用意してお

く。

→現場で用意。

→現場で用意。
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一般用駐車場(17台)
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スタッフ
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屋外機置場

WC
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(女)

外部階段

外部階段

機械室２機械室１

入口

職員入口

身障者用
駐車場

バックスペース２

公園接続路

敷地境界線２階へ 

緑地をみる(借景)

サービスカウンター

ブックポスト

緑地をみる(借景)

公園からのルート

あきる野市野辺字下田39-27
敷地面積 ：1,721.14㎡
建築面積 ：　920.08㎡
延べ面積 ：1,375.22㎡(１階822.89階㎡／２階552.33㎡)
階　　数 ：地上２階
最高高さ ：9.86ｍ
構　　造 ：鉄骨造
蔵書可能冊数 ：開架　75,000冊(一般：59,000冊・児童：16,000冊)
　　　　　 閉架　約15,000冊
開　　館 ：2005年８月
設　　計 ：(株)岡田新一設計事務所

あきる野市東部図書館エル

２階平面図S=1:500

１階平面図S=1:500

前田公園より南側外観をみる北側外観(エントランス)

建築を南側公園に寄せ
た配置計画：

敷地北側は駐車場とし、
近隣への日影を最小限
に抑えている。
南側は前田公園(史跡
指定)との一体的な活
用を図っている。
公園接続路、外部階段
により、公園から直接
２階テラスへ上がり下
りできる。
また、１階一般開架室
の南側を大きな開口と
し、公園の緑豊かな環
境を借景としている。
サッシ中間部の水平庇
に反射した自然光は、
アクリルルーバーによ
り拡散され、天井に映
り込み、やわらかな雰
囲気を高めている。敷地南側境界(前田公園を借景とする)

１階一般開架室(前田公園の緑がみえる)

開架室入口より公園側をみる

一般開架室(サービスカウンター周辺）

１、２階のオー
プンスペースは
各ゾーンを結ぶ
だけではなく、
市民活動の発表
の場として、展
示などが行える。

また、２階の諸
室、ギャラリー
スペースは、開
架室の扉を閉め
ることにより、
時間外での利用
も可能。

南側外観夜景

２階児童開架室

身近な図書館・生活施設として：
敷地周辺は閑静な住宅地で、ほとんどの建物には屋根がある。
よって、四角いビルではなく、おおらかなスカイラインをもつ
佇まいがふさわしい。その大きな屋根の下の空間は、緩やかな
曲線の天井、ガラス間仕切壁、吹抜けにより、各ゾーンを視覚
的につなげている。親しみやすさとともに、集う人々の学ぶ気
持ちを応援する雰囲気づくりに配慮した。

２階児童開架室(サービスカウンター周辺)

１、２階ギャラリー

一般、児童開架のレイアウト
は、中置書架が一列にまとま
って並ぶ構成となっている。
このレイアウトは、書架側板
見出しが一列に並んで見える
メイン動線と、直交する書架
間サブ動線の組み合わせが明
快であり、全体の構成を把握
しやすくする。
また公園の緑地に対して視線
が通り、森の図書館の雰囲気
をかもし出す。

開架室内の吹抜けは採光、換
気機能だけでなく、２階の児
童開架室およびギャラリー３
との視覚的な連続性を高める。
ガラス面は全て飛散防止フィ
ルム(グラデーション印刷)を
張り、透明性と不透明性を共
存させている。
また、開架室、ギャラリーの
空調は、床輻射冷暖房方式を
採用。一般の天井吹出方式と
比べ、静かで、吹出し風（ド
ラフト）を感じることもなく、
快適な居住環境となっている。



利用者
ＥＶ

広場

フリースペース

事務・作業室

秋川キララホール

ワークルーム おはなし室

児童開架室

打合せ室

ハウチワカエデ

ケヤキ

立体駐車場
（３層４段自走式）

Ｎ

サービス
カウンター

サービス
カウンター

利用者
ＥＶ

朗読室会議室 社会人
学習室

ラウンジ

一般開架室
サービス
カウンター

住　　所　：　あきる野市秋川一丁目１６－２
敷地面積　：　2,260.73㎡
建築面積　：　1,691.62㎡
延べ面積　：　3477.54㎡
階　　数　：　地下１階、地上３階
構　　造　：　鉄筋コンクリート造
収容可能点数　：　ＤＶＤ　約4,500点
　　　　　　　　　児童開架室　約30,900点
　　　　　　　　　一般開架室　約114,700点
　　　　　　　　　児童書庫　約12,500点
　　　　　　　　　閉架書庫　約234,000点
開　　館　：　2007年８月
設　　計　：　(株)岡田新一設計事務所
施　　工　：　村本・クリエートJV（建築）
　　　　　　　八重洲・坂本JV（機械設備）
　　　　　　　中立・澤田JV（電気設備）
　　　　　　　くろがね工作所・日本ファイリング（家具）
　　　　　　　田嶋土建（外構）

あきる野市中央図書館

あきる野市中央図書館は、駅前中心市街
地の人の流れを踏まえ、駅方向から広場
越しに内部の活気が読み取れる構成を提
案しました。この駅前地区はヨーロッパの
街並みを共通イメージとしているので、
既存キララホールとともに広場を囲む配
置とし、ホールの回廊と軒高をそろえた
大きな庇をガラスカーテンウォール前面
に設置しました。さらに、スカイラインの
形状にも関連性を持たせ、外壁タイルは
同系色としつつ、重厚な既存ホールに対
し、やや明るく艶のある表情として街に彩
りを添えています。

敷地はＪＲ秋川駅前中心市街地の一角を担う。
隣接するキララホール開演時の駐車場需要を
満たすとともに、この地区の集客力を高めつつ、
周辺の公共要素と調和した質の高い文化地区
へと発展させる起爆剤となることが求められ
ている。
広場に対して図書館内部の雰囲気を伝え、街
に語りかけ、親しみやすさを感じさせるように、
図書館を敷地南側へ配置し、広場側を１階、２
階共に全面開口としている。館内への直射日
光を抑制するためのポーチが、キララホール
の回廊とともに広場を囲い、市民が集い、語ら
う場を形成している。
ワンフロア－で構成するために２階に配置され
た一般開架室は、板見出しが一列に並ぶメイン
動線に各書架間のサブ動線が垂直に交わる明
快な構成としているため、利用者が容易に開架
室全体を把握することができる。また、各開架
室～広場間の視線の通りを考慮し、１階の児童
開架室においても、広場側の書架は、広場に対
して垂直に並ぶ構成としている。

●中央図書館の位置付け

現在、あきる野市には地区館に類する

中規模の図書館と図書室規模の分室が

点在する。

整備計画書では、既設の「五日市図書

館」「増戸分室」および平成17年度開

館予定の「東部図書館エル」を地区館

とする、１中央館・３地区館システム

による図書館サービス網の整備が急務

としている。

「(仮称)あきる野市中央図書館」は、

その図書館サービス網の中核として位

置付けられている。

●敷地の特性

敷地は、ＪＲ五日市線秋川駅より直線

距離で約350ｍの距離にあり、中心市街

地（秋川駅北口地区）の一角を担う。

敷地周辺には、利便性の高い商業施設

とともに、「ルピア」内の「あきる野

生涯学習センター」、隣地には「秋川

キララホール」、緑と水と彫刻のある

「あきる野広場」などの公共要素が既

に整備されている。

「(仮称)あきる野市中央図書館」は、

この地区の集客力をさらに高めつつ、

質の高い文化地区へと発展させる起爆

剤となりうる。

敷地は現在、秋川キララホールの駐車

場として使用されているため、図書館

利用者とともに、秋川キララホール開

演時の駐車場需要への配慮が求められ

ている。

●配置・外観計画    

①ＪＲ秋川駅北口地区の発展のために、駅からのわかりやすさ、他の賑わい施設と行き来

しやすい関係性などを工夫する。

②敷地北側に立体駐車場を整備し、キララホール＋図書館利用者の利便性に配慮する。

③図書館西側に突き出すキャノピー（ポーチ）と、キララホールの回廊によって前庭を囲

う手法は、ヨーロッパの中庭や広場（ピアッツァ）をイメージしたもので、広場に面し

て、図書館内部の雰囲気を伝える。街に語りかけ、親しみやすさを感じさせるように開

放性を持たせる。

④東側（準住居地域）に対する日影を最小限に抑えるために、３階部分は東側から離しつ

つ、低く抑える。

⑤キララホールとの調和を図るために、最上階の屋根形状に関連を持たせる（五日市街道

からみて、緩いカーブの屋根が連なって見えるように）。

●平面計画

①明快なゾーニング 　１階　　：児童開架室、フリースペース、ボランティア室、管理諸室

   　２階　　：一般開架室、フリースペース、集会室、学習室

   　３階　　：閉架書庫、設備諸室

   　地下１階：設備諸室

②幅広い年齢層の市民が気軽に集い、交流することができるスペースとして、１，２階に

フリースペースを設ける。

③広場、街に対して図書館の表情が滲み出るように、また利用者にとっては図書を探しや

すいように、開架室にオープンプランを採用する。それは効率的に書架を配列すること

にもつながり、最大限の開架収容能力を実現する。

④ネットワーク網の拠点として機能すべく、関係者・サービス搬入口となる１階東側に管

理諸室（連絡車庫、事務・作業室、打合せ室等）を集約させる。また、各開架室、閉架

書庫とも最短の管理動線（水平、垂直移動）で結び、効率性を高める。

１）敷地周辺状況
　　（１）敷地の西側にとうきゅう、ルピア等の大型商業施設、秋川駅からの人々の
　　　　　流れ等、街の賑わいのある要素が集中している。
　　（２）敷地東側は準住居地域であり、２階建てのアパートが数件近接している。
　　（３）さくら通りは幅員12ｍで交通量が多いが、両側に歩道が確保されている。
　　（４）現在のキララホール駐車場に立地するため、キララホール利用者と図書館
　　　　　利用者双方の駐車需要を満たす必要がある。
　　（５）既存の南側歩道状空地は敷地境界内にあり、幅員は1.35ｍである。

２）計画
　　（１）メインファサードを西側に設定する。キララホールの回廊に呼応するデザインとして、ポーチを設け
　　　　　る。この列柱のある回廊によって前庭を囲う手法はヨーロッパの中庭、広場（ピアッツァ）をイメー
　　　　　ジしたものである。
　　（２）東側住宅地に対する日影に配慮し、３階を西側に寄せる。キララホールと調和するボリュームを設定
　　　　　する。
　　（３）駐車台数を確保するために、敷地北側には３層４段の立体駐車場を整備する。また、さくら通りは交
　　　　　通量が多いので、駐車場入り口は東側道路に設置する。
　　（４）障害者用駐車場、搬入者用駐車スペースは立体駐車場と本体の間に地上平面駐車場として確保する。
　　（５）キララホールアプローチレベルと東側道路レベルとのレベル差を利用し、駐輪場を半地下に設ける。

１）ゾーニング
　　（１）必要機能としては主に一般開架室、児童開架
　　　　　室、管理諸室、閉架書庫、フリースペース、
　　　　　集会室、学習室等に大別される。
　　（２）１階：フリースペース
　　　　　　　　児童開架室
　　　　　　　　管理諸室
　　　　　２階：一般開架室
　　　　　３階：閉架書庫、設備諸室
　　　　　地階：設備諸室
　　（３）基本柱間スパン：5.4ｍ×10.8ｍ
　　　　　基本書架ピッチ：1.8ｍ
　　　　　書架間の有効間隔は歩行者と車椅子とがちょ
　　　　　うどすれ違うことができる寸法である。
　　（４）利用者動線が２層、管理動線が３層にまたが
　　　　　るためにそれぞれのゾーンにＥＶを設置する。
　　　　　利用者用ＥＶはチェックゾーン内に配し、車
　　　　　椅子やベビーカーを使用する人々の利便性に
　　　　　考慮する。職員用ＥＶは返却本の搬送路、開
　　　　　架室～閉架書庫の動線等を考慮し、最も効率
　　　　　的な場所に配置する。
　　　　　
２）断面計画
　　（１）１階、２階、３階の階高はそれぞれ4.5ｍ、
　　　　　5.5ｍ、6ｍと各階の特徴を反映している。す
　　　　　なわち、ワンフロアで配されている一般開架
　　　　　室はその広さにふさわしい天井高を確保して
　　　　　いる。一方１階からの階段昇降高さを抑える
　　　　　ため、１階の階高は必要最小限としている。
　　　　　また、３階の閉架書庫では最も効率的に収容
　　　　　できる階高を設定している。
　　（２）１階床高さをキララホールのアプローチレベ
　　　　　ルに揃えることに起因する東側道路レベルと
　　　　　の差を利用して、半地下に駐輪場を設ける。
　　　　　敷地を有効に活用し、エントランスに近接す
　　　　　るとともに、乱雑になりがちな駐輪状況を隠
　　　　　すことが可能となる。また、東側搬入口で発
　　　　　生するレベル差は昇降機の設置により解決を
　　　　　図る。

１）２階：一般開架室
　　（１）書架は１列にまとまって並ぶ構成とす
　　　　　る。利用者は一筆書きの要領で図書を
　　　　　探すことができ、また職員も図書を配
　　　　　架しやすい構成となる。側板見出しが
　　　　　一列に並ぶメイン動線に、各書架間の
　　　　　サブ動線が垂直に交わるこの構成は、
　　　　　明快であるがゆえに利用者が容易に全
　　　　　体を把握することができる。
　　（２）中央の柱周りにはインターネットに接
　　　　　続可能なＰＣデスクを配置し、その両
　　　　　側にメイン動線を確保する。
　　（３）中央の柱、メイン動線によって、開架
　　　　　室を緩やかに区分している。東側には
　　　　　０～８門の各専門書を、広場側には新
　　　　　聞、雑誌、文庫、９門等を配架する。
　　（４）東側張り出し部分に地域、行政、ビジ
　　　　　ネス支援資料のコーナー、朗読室、録
　　　　　音室、学習室、集会室等を配置するこ
　　　　　とで、レファレンスデスクのサービス
　　　　　を効率的に提供することができる。

２）１階：児童開架室
　　（１）ゲート脇に利用者用ＥＶを配置してい
　　　　　る。これは上階の開架室を利用する障
　　　　　害者、ベビーカー使用者、両開架室を
　　　　　使用する大人、小中学生等を考慮した
　　　　　ものである。また、成人と児童の緩衝
　　　　　ゾーンとしてテーマ、視聴覚コーナー
　　　　　を配置する。
　　（２）一般開架室同様、柱周りに設置された
　　　　　大テーブルの両側にメイン動線を確保
　　　　　し、東側にえほん、広場側にちしき、
　　　　　ものがたり、を配架する。
　　（３）広場側の書架は視線の通りを考慮し、
　　　　　広場に対して垂直に配置する。また、
　　　　　東側の絵本架はカウンターに対して垂
　　　　　直に配置することで管理の目が行き届
　　　　　くように配慮しつつ、中通路をずらす
　　　　　ことで書架並びに遊び心を持たせる。　

３）１・２階：フリースペース
　　（１）幅広い年齢層の市民が交流するための
　　　　　スペースとしてエントランス～２階開
　　　　　架室の動線脇にフリースペースを確保
　　　　　する。これらは広場に向かってオープ
　　　　　ンな家具の配置方法をとる。また、動
　　　　　線とは床仕上げを変える等、緩やかに
　　　　　区分する工夫をする。
　　（２）ゲートの外、ノーチェックゾーンであ
　　　　　るフリースペースは図書館の働きを広
　　　　　げる機能として、広場と一体となる空
　　　　　間にしつらえる。

（１）２層にまたがる開架室を効率的に運
　　　営するために、１階エントランスに
　　　入ってすぐの所に返却専用カウンタ
　　　ーを配置し、一般、児童書を一括し
　　　て返却手続きを行う。返却カウンタ
　　　ー～各開架室の配送動線を十分に確
　　　保することで、スムーズな管理が実
　　　現できる。
（２）ＩＣゲートでの誤動作等の対応は速
　　　やかに行う必要があるので、１階で
　　　は返却カウンター、２階ではサービ
　　　スカウンターを隣接させる。
（３）３階閉架書庫までの動線の短縮を図
　　　り、１～２階とも管理用ＥＶ、階段
　　　周辺に運営、管理拠点をまとめる。
（４）あきる野市図書館ネットワークサー
　　　ビスを実現するために、搬出入口を
　　　北西（車動線）側に確保する。フロ
　　　アレベルとのレベル差は昇降機によ
　　　って解決を図る。また、連絡車庫周
　　　りには可能な限りの配本棚とブック
　　　トラック置場を確保する。

２階平面図　S=1／500

１階平面図　S=1／500

１．建築概要

コンセプト　１）乳幼児から高齢者まで幅広く利用できる市民

　　　　　　　の居場所であり、交流の場としての図書館

　　　　　　２）ライフスタイルの変化に対応した図書館

　　　　　　３）地域とともに発展する図書館

目指す機能　①多種・多様な図書館資料の収集・提供・保存

　　　　　　②広範・高度なレファレンスサービスの提供

　　　　　　③利用者のニーズに即したサービスの提供

　　　　　　④利用者のニーズに即したスペースの提供

　　　　　　⑤市民の交流の場の提供

　　　　　　⑥あきる野市地域情報の収集・発信

　　　　　　⑦学校図書館支援サービスの提供

　　　　　　⑧行政目的遂行のための情報の組織化

　　　　　　⑨あきる野市図書館のシステムセンター

名　  称　(仮称)あきる野市中央図書館

場　  所　東京都あきる野市秋川一丁目１６－２外

敷地面積　4,170.98㎡ (図書館及び立体駐車場用地)

地域地区　商業地域・防火地域

容 積 率  400％

建ぺい率　 80％

地区計画　商業専用地区

　　　　（秋川駅北口地区地区計画）

道路幅員　北側12ｍ（歩道両側含む）　

 　 東側 6ｍ（歩道なし）

 　 南側 8ｍ（歩道状空地含まず）

＜図書館＞

構    造　ＲＣ造 

階    数　地上３階（一部地下１階）

最高高さ　18.4m

建築面積　1,679㎡

延べ面積　3,423㎡（ポーチ、ピロティを除く） 

駐 輪 場  約75台

地上駐車場　７台（身障者用含む）＋搬入車用駐車スペース

＜立体駐車場＞

規    模　利用者用180台

 　(障害者用４台含む･管理用除く)

構造･階数　Ｓ造／３層４段自走式

1 2 3

4 5

6

１：外観夜景
２：螺旋階段
３：一般開架室（１）
４：一般開架室（２）
５：児童開架室
６：西側外観

２階ワンフロアの一般開架室は、側
板見出しが一列に並ぶメイン動線に
各書架間のサブ動線が垂直に交わ
る構成で明快なので、利用者が容
易に全体を把握することができる。
また、地域、ビジネスコーナー、学習
室、朗読室などの必要諸機能を東
側の張出したボリュームにまとめ、レ
ファレンスサービスの効率化を図っ
た。可能な限り多くの外壁面をカー
テンウォールとし、トップライトからも
光を取り入れることにより、奥行きの
ある開架室を明るく開放的なものと
した。

１階南側の児童開架室は中央柱の
楕円テーブルを境に低学年と高学
年を緩やかにゾーンニングしてい
る。広場側の（高学年）書架は開口
に対して垂直に配置することで、広
場に対する視線の通りを確保し、東
側の（低学年）書架は管理の目が行
き届くように配慮しつつ、中通路を
ずらすことで書架並びに遊び心を持
たせる構成とした。書架の側板には
地元産の無垢（ヒノキ）材を採用し、
特徴あるインテリアを作り出してい
る。

管理区域（ICゲート）の外側にあるフ
リースペース（１階）、ラウンジ（２階）
は、市民が気軽に利用できる交流ス
ペースと位置付け、フレキシブルな
レイアウトが可能なテーブルや展示
用の家具などしつらえを工夫してい
る。
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